
Fア

RI第2660地区 2008～2009年度

地区大会プログラム

夢をかたちに

第1日 :2008年 12月 12日 (金 )

大阪国際会議場 10F/12F
り‐ガロイヤルホテル 3F

第2日
'13日

.(土
)

大阪国際会議場 5F

fi z F t 
= 

)' : ttlE+Rtr -yu-r=)
a. 7F,71- t 

= 
) : *FEZtad t tr- I u -, 

=7



2008～2009年度

国際ロータリーテーマ

獅1篠:朧鶴:醸1薇磯難灘懸1盤懸議I



2008～2009年度地区大会R12660地区

大会プログラムロ次

大会プログラム

第1日  12月 12日 (金 )・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
第2日  12月 13日 (土 )・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

国際ロータリー会長メッセージ
国際ロータリー会長李 東建 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

国際ロータリー会長略歴
国際ロータリー会長李 東建 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

国際ロータリー会長代理略歴
国際ロータリー会長代理南園 義― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

国際ロータリー会長代理ご挨拶および現況報告
国際ロータリー会長代理南園 義― ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

ガバナー挨拶 ・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・ガバナー横山 守雄 14
ガバナー略歴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ガバナー横山 守雄 15
大会委員長挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大会委員長高橋亜紀央 16
歓迎のことば・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホストクラブ会長上田 祐嗣 17
歓迎のことば・・・・・・・・・・・・・・コ・ホストクラブ会長徳田  功 18
ガバナー・エレクト略歴 2008～ 09年度ガバナー・エレクト大谷  透 19
ガバナー・ノミニー略歴 2008～ 09年度ガバナー・ノミニー松本新太郎 20
祝辞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大阪府知事橋下  徹 21

祝辞 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大阪市長平松 邦夫
来賓関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
地区関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
地区現況報告書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ガバナー横山 守雄
参加/新世代グループ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

表彰 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
会長・幹事部門分科会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・

奉仕部門分科会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
職業奉仕部門       前大阪大学総長宮原 秀夫
新世代部門  北海道日本ハムファイターズ監督梨田 昌孝
国際奉仕。日―タリー財団部門      平和フェロー奥平 1章子

ロータリー財団管理委員田中 作次
新入会員研修部門    パスト・ガバナー戸田  孝

家族の集い ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ピアニスト関本 昌平

パストタカラジェンヌ花城アリア
RI会 長代理ご夫妻歓迎晩餐会

本会議 ・・・・・・・・・・・・・・・・…
和太鼓クループ打打打団天鼓

ツプラノ佐藤 しのぶ
ピアニスト森島 英子

オーケストラアンサンブル・ルペガース

出席クラブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

物故会員 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.

大会役員 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

大会委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

部門別分科会委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
大会実行委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.

会場案内図 リーガロイヤルホテルlF一 大阪国際会議場lF・ .

会場案内図 1日 目 12日 (金)大阪国際会議場12F・・・・・・・・・.

会場案内図 1日 目 12日 (金 )大阪国際会議場10F…・・・・・…

会場案内図 2日 目 13日 (土)大阪国際会議場5F・・・・・・・…

会場案内図 1日 目 12日 (金 )リ ーガロイヤルホテル3F・ …

ロータリーソング ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

1

本プログラム掲載のお名前については、敬称略・順不同とさせていただきます。



大会プログラム

(第 1日 )
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(敬称略)

会長・幹事部門分科会

於 :大阪国際会議場12階  特別会議場

13100

13:30

14:30

16:00

16:05

16:30

16:35

16:40

登録・受付 (12Fホ ワイエ)

開会              司会 地区代表幹事

開会点鐘              ガバナー

国歌 。国―タリーソング斉唱   ソンクリーダー

RI会長代理紹介           カバナー

来賓紹介

参加者紹介

ガバナー挨拶            ガバナー

RI会長代理挨拶           Ri会 長代理

パネルディスカッション

「クラブ活性化プラン (CLP)3年目の現状と課題」

司会・コーディネーター パスト・ガバナー

バネリスト IM第 1組ガバナー補佐

IM第 2組 ガバナー補佐

IM第 3組 ガバナー補佐

IM第 4組ガバナー補佐

IM第 5組 ガバナー補佐

IM第 6組 ガバナー補佐

IM第 7組 ガバナー補佐

IM第 8組 ガバナー補佐

地区大会決議上程案 。採決 決議委員長バスト・カバナー

表彰 (2007～ 2008年度 )

挨拶            ガバナー・エレクト

閉会の辞          カバナー・ノミニー

閉会点鐘              カバナー

閉会

川崎  壽

横山 守雄

辻川 功―

横山 守雄

横山 守雄

南園 義―

吉川 謹司

松本 龍―

川西 靖裕

樋上 重夫

渡辺  斌

矢野  厳

佐々木 宏

岩津 陽介

岡本 健治

神崎  茂

大谷  透

松本新太郎

横山 守雄
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大会プログラム
(第 1日 )
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職業奉仕部門分科会

於 :大阪国際会議場10階  1008会議室

13:30

14:30

14:40

15110

17:00

登録・受付

開会

開会挨拶     地区職業奉仕委員会 委員長 畑田 耕―

講,寅           前大阪大学総長 宮原 秀夫 先生

「情報科学と技術の根本原理と情報化社会を生き抜くすべ」

討論「サイエンスカフェ」

1)現在のコンピュータ、これからのコンピュータ

2)情報化社会と職業奉仕

3)科学 。技術のプラス面とマイナス面

閉会

新世代部門分科会

於 :大阪国際会議場10階  1003会 議室

13:30

14:30

14:45

15:45

16:48

17:00

登録・受付

開会

開会挨拶     地区青少年奉仕部門 幹事 北山

来賓 。出席者紹介

各部門活動報告

講演     北海道日本ハムファイターズ監督 梨田

「青少年の健全な育成と指導に何が必要か」

新世代によるパフォーマンス

閉会

孝和

昌孝
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大会プログラム

(第 1日 )

Make Oreams Rea_1

国際奉仕・ロータリー財団部門分科会

於 :大阪国際会議場10階  1005-1007会 議室

13:30

14:00

14130

14:40

15:10

15:20

16130

17:00

登録・受付

ピアノ演奏        国際親善奨学生候補 土岐友季子

開会   司会進行 地区ロータリー財団委員長 佐藤 俊一

スピーチ      世界平和フェロー第4期生 奥平 章子

休憩・ピアノ演奏

講演         ロータリー財団管理委員 田中 作次

「財団管理委員会の役割、財団の使命、未来の夢計画」

質疑応答

閉会

新入会員研修部門分科会

於 :大阪国際会議場10階  1009会 議室

13:30

14:30

15:20

16:00

17:00

登録・受付

開会

開会挨拶  地区クラブ奉仕・拡大増強委員会 委員長

基調講演          パス ト・ガバナー

「ロータリーの真髄を学ぼう」

バズセッション

「ロータリークラブに何を望むか」

発表

閉会

松川 雅典

戸田  孝
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大会プログラム
(第 1日 )

Make Dreams Real

家族の集い

於 :大阪国際会議場10階  1001-1002会 議室

13:30

14:30

登録・受付

開演

ピアノリサイタル

ハー トフルステージ

ティーフレイク

トークタイム

コラボレーション・ステージ

閉演

関本 昌平

花城アリア

関本 昌平+花城アリア

RI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

於 :リ ーガロイヤルホテル3階 光琳の間

17:00

18:00

18:30

20:30

登録・受付 (3F光琳の間前ロビー)

ウェルカム・パフォーマンス

開宴

ガバナー挨拶

RI会長代理挨拶

乾杯

会食～歓談

閉宴

司会

ガバナー

RI会長代理

晩餐会委員長

ホス トクラフ会長

打打打団天鼓

岩崎 真季

横山 守雄

一　
行

　
　

嗣

義

利

　
　
祐

園

倉

　

　

田

南

鎌

　
　
上
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15150
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大会プログラム
(第2日 )
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本会議

於 :大阪国際会議場5階  メインホール

12:00

13:00

13:30

登録・受付

ウエルカムオーケス トラ演奏

開会

開会点鐘

歓迎挨拶

RI会長代理ご夫妻紹介

国歌斉唱

ロータリーソング斉唱

来賓紹介

クラブ紹介

RAC/1AC紹介

青少年交換学生紹介

GSE派遣団員紹介

米山奨学生紹介

国際親善奨学生紹介

物故会員に黙祷

大阪府知事メッセージ

大阪市長メッセージ

地区現況報告

Rl現況報告

言l`合
1 冨lSAA

ガバナー

大会委員長

ガバナー

永井 路子

横山 守雄

高橋亜紀央

横山 守雄

ソングリーダー 花城アリア

委員会報告  信任状委員会委員長パス

選挙委員会委員長パス

大会決議案上程

表彰

記念品贈呈

大阪府知事

大阪市長

ガバナー

RI会長代理

卜・ ガバナー

ト・ ガバナー

ガバナー

橋下

平松

横山

南園

若林

宮田

横山

徹

邦夫

守雄

義―

紀男

宏章

守雄
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大会プログラム
(第2日 )
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15:30

16:30

16:40

ガバナー・エレクトおよび次年度地区大会ホストクラブ紹介

ガバナー・ノミニー紹介

国際大会案内 第100回バーミンガム国際大会実行委員長

ソプラノリサイタル

「子供たちへの愛を歌に込めて」

講評                 Rl会 長代理

閉会点鐘              ガバナー

閉会               司会 副SAA

大谷  透

松本新太郎

田中 作次

佐藤 しのぶ

南園

横山

永井

義―

守雄

路子
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国際□―タリー

会長メッセージ

m.ake Dreams Real

李 東建 (韓国、ソウル)

ロータリアンおよびゲストの皆さま

ロータリアンとしての私たちの責務は、最善を尽くすことです。

一人の力が及ぶ範囲は、ささやかな形で細々とした変化をもたらし、せ

いぜい数人、あるいは数十人の人々を助けることです。しかし、結東すれ

ば、私たちの力は強まります。力を合わせれば、地球規模で長期的な変化

をもたらすことが可能になります。私たちが一体となるとき、成し得ない

ことなど何もありません。

水、識字率向上、保健と飢餓救済、これらは、ここ数年にわたって永ら

えてきた回―タリー奉仕の分野です。その理由は、これらの分野が、地元

の回―タリー・クラブが個々に、あるいはほかのクラブと協同でプロジェ

クトを行うのに最適なものであるからです。また、これらの分野に関して、

私たちにはこれまで蓄積してきた豊富な経験と専門知識があります。従っ

て、回―タリーが投資するに賢明な分野であると言えます。つまりは、既

にあるリツースを最大限に生かすことのできる分野なのです。

毎日、世界のどこかで、予防できるはずの要因で子供たちが亡くなって

います。5歳未満の子供たちが1日 に3万人も死亡しています。これらの子供

たちは、水、保健と飢餓救済、識字率向上の分野の二―ズが満たされてい

ないがゆえに、命を失っています。シー トベル トや煙探知機がないばかり

に、子供たちが死んでいます。安全な遊び場がないために、死亡する子供

もいます。医療サービスを受けられないほどの貧しさゆえに、死ぬ子供も

います。誰も助けられないから死ぬのではなく、誰も助けないから死ぬと

いうケースのなんと多いことでしょう。しかし、国一タリアンである皆さ

んと私にとって、助けることは得意分野です。世界中どの地区においても、

地元で子供の命を救うためのクラブ・プロジェクトを実施できるはずです。
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私たちは、地域社会にきれいな水を供給することで、「夢をかたちに」す
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2008～ 2009年度 国際ロータリー会長



国際□―タリー

会長略歴

主こ監皇」L壺己

ることができます。環境を整え、保健医療のサービスを受けられるように

すれば、子供たちは健康を得るチャンスを手にできます。これも「夢をか

たちに」するに等しいのです。一人でも多くの子供が学校へ通えるよう助

けることによって、私たちは彼らの「夢をかたちに」します。命をも奪う

ほどの赤貧の連鎖を断ち切る方法は、教育をおいてほかにはありません。

将来への希望とチャンスを子供たちに与えることによって、彼らの「夢を

かたちに」していくのです。

私たちの仕事はシンプルです。心と知恵と魂とを注ぎ、命を救うことで

す。私たちの仕事は、「夢をかたちに」することなのです。

ク″ こccρ‐
.

李 東建

2008～ 2009年 度国際ロータリー会長

略  歴 2003～ 07年度

2002～ 03年度

2001～ 03年度

2004～ 05年度

1995～96年度

ロータリー財団管理委員

国際ロータリー財務長

国際ロータリー理事

会長主催祝賀会議 (地域社会問題)委員長

地区ガバナー

李東建会長は、ソウルにある製造会社、フバン株式会社ならびにフバ

ン・テクロン株式会社の会長です。延世大学を卒業 した李会長は、現在、

釜山情報大学の理事を務め、過去には、母校の高校と大学の学友会会長を

務めたこともあります。また、ソウル銀行の理事を務め、韓国のイタリア

領事館において名誉領事を務めた経歴の持ち主です。

李会長は、1971年 にソウル漢江ロータリー・クラブに入会し、これまで

にRI理事、財務長、管理委員、地区ガバナー、および国際協議会の研修 リ

ーダーを歴任 してきました。また、国―タリー財団地域コーディネーター、

ゾーンならびに地域の会員増強コーディネーターも務め意した。このほか、

現在は、韓国でポリオ撲減民間部門推進計画の委員長、ならびにポリオ・

プラス韓国担当顧間を務めています。李会長はロータリー財団功労表彰状

と特別功労賞の受賞者です。地区ガバナーを務めていた1996年 には、32の

新クラブを結成し、1800人近くの新会員を入会させ、会員増強において最

高の功績を収めた地区を称える「カルガリー 。チャレンジ」の受賞者とし

てRI国 際大会で表彰されました。

ソウルに在住する李会長とヨン・ジャ夫人との間には、4人のお子さんと

5人のお孫さんがおられます。
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国際□―タリー

会長代理略歴

Make DFeamS Real

南園 義~(みなみその。よしかず)

2008～ 2009年度 国際ロータリー会長代理

生年月日

学  歴

職  歴

団 体 歴

職業分類

ロータリー歴

表   彰

1962年
1966年
1979年
1998年
1999年

1929年 12月 1日

千葉大学医学部卒業

千葉大学医学部文部教官・医学博士

防府胃腸病院開設
(財 )防府消化器病センター・防府胃腸病院長
(財 )防府消化器病センター 理事長
(財 )防府消化器病センター 顧間

防府医師会長 (1994～ 1996年 )

山口県医師会監事 (1996～ 2000年 )

防府医師会顧問 (現 )

防府市国際交流団体連絡協議会会長 (現 )

胃腸科

1978年 5月

1991～92年
1997～98年
1998～99年
2000年:・ 2001年
2000～ 01年

2001～ 03年
2003～ 04年
2003～ 04年
2004～ 06年
2004～ 05年
2004～ 05年
2004～ 05年
2004～05年
2005～06年
2005年 11月

2006年 9月

2007～ 13年

2008～ 09年
2008年 8月

防府ロータリークラフ入会
防府ロータリークラブ会長
RI第 2710地 区ガバナー
RI会 員増強TF・ コーディネーター

RI国 際協議会・研修 リーダー

RI広 報タスクフォース・コーディネーター

ロータリー財団・RRFC
RI家族委員会タスクフォース・コーディネーター

ロータリー財団恒久基金・アドバィザー
RI理事
RI理 事会・財務委員会委員
RI世 界問題委員会―アジア 連絡担当理事
RI未 来委員会・連絡担当理事
RI超 我の奉仕賞指名委員会委員
RI理事会プログラム委員会・委員長
RI超 我の奉仕賞指名委員会・委員長
2008～ 09年度RI会長指名委員会委員
RI長期計画委員会委員
RIバ ーミンガム国際大会研究会委員
2010～ 11年度RI会 長指名委員会員
RI国 際大会、研究会、地区大会等のパネリス

ト・会長代理多数

ポール・ハリスフェロー、マルチプルポール・ハリスフェロー、
米山功労者、ベネファクター、遺贈友の会会員、メジャー ドナー
ロータリー財団功労賞授賞
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国際□―タリー

会長代理こ挨拶および現況報告

題oke Dreams Real

本日、D.K Lee RI会長夫妻の代理として、第2660地 区の地区大会に参加

出来ましたことは、私と妻の節子にとりまして無上の光栄でございます。

横山守雄地区ガバナー、地区内外のガバナー・パス トガバナーや御来賓

の皆様、そして高橋亜紀央大会委員長はじめ地区内の回―タリアンの皆様

とともに、第2660地 区の地区大会の開催を心からお慶び申し上げます。

本年度のD.K.Lee R!会長は、一昨年に当地区の会長代理として来られま

したので、皆様、御存じの方が多いと思います。私共は、今年、11月 19日

から22日 まで、東京で開催されましたガバナー、パス トガバナーの新 しい

情報の交換や研修のための回―タリー研究会に、RI会長夫妻と一諸に参加

しましたので、つい先日、研究会を終えて別れたばかりですが、D.K.Lee

RI会長夫妻は第2660地区の皆様に、くれぐれもよろしく伝えてほしいとの

ことでした。

本年度のD.K,Lee RI会長のテーマは「Make Dreams Real・ 夢をかたち

に 1」 でございますが、D.K.Lee RI会 長は、数年来、国際ロータリーの強

調事項である保健、飢餓救済、水支援、識字率向上とともに、世界中で、

毎日、多くの子供たちが亡くなって行く現実から、「子供たちに夢を持つ機

会をあたえる」ことを大きな目標にしておられ、子供たちの死亡率の低下

が私達の幸せにつながることを確信 しておられます。どうぞ、皆様も、こ

の大きな夢を持つプロジェクトを実践されまして、大きな成果を挙げられ

ることを期待いたします。

また、D.K.Lee Rl会長は会員増強・拡大にも大変熱意を持っておられま

して、地区ガバナー時代には、30数 クラブを新規に拡大され、国際大会で

表彰を受けたことのある行動力のある方です。

日本では、横山地区ガバナーの地区現況報告にありますように、世界全

体のロータリアンの数にはそう変化は見られませんが、日本の回―タリア

ン数の改善はなかなか見られず、現在、9万5千名程度に留まっています。

毎年6千名程度の入会者があっても、9千名位の退会者があると、毎年3千

名程度の会員減少になるという悪循環を繰り返しています。

この原因の一つは激 しい社会の変動に起因 していると思われます。現在、

社会の意識 も様相も大きく変わって来ています し、文化や生活習慣も変わ

って来て、私達の周囲の社会環境も自然環境も大変な変動 を続けています。

果 して、私達のロータリーはこれらの変化に適応出来ているので しょう

か
'

更に、大きな要因は、回―タリアン同士の、とくに高齢者の世代と若年

の世代間に大きな意識のギャップがあることです。それぞれに、人生観も、

ものの価値観も、生活習慣も異なって来ているのです。回―タリーがすべ

ての世代の人々を統合 して、大きなエネルギーとして発展するためには、

11



国際□―タリー

会長代理こ挨拶および現況報告

轟ake Dreams Real

両方の世代間の意識や見解の違いを融和して、大きな包容力と男女の別等

の多様な違いを認め、お互いを理解 しながら、結束して行く必要がありま

す。

このような観点から、国際ロータリーは2003年 頃から、長期計画委員会

を設けて、現在のロータリー活動の実情を2万人以上の回―タリアンやシニ

アリーダーにアンケー ト調査し、具体的にロータリーの理念、価値観を見

直し、ロータリーのビジョンや使命を改訂し、3年毎の実践活動の優先項目

を設定して、現代社会におけるロータリーのあり方を示し、積極的に活動

するよう奨励しています。特に、この長期計画とクラブの活性化を目的と

するクラブ・ リーダーシッププラン (CLP)と は密接な関係にあります。

クラブをより良くし、活性化させる為に、是非、クラフで長期計画とCLP

の採用をご検討下さい。

特に、中核となる価値観は、回―タリー活動の基本的な理念として大変

重要なものです。この価値観は「親睦」「奉仕」「多様性」「高潔性」そして

「指導性」の5つです。

「親睦と奉仕」は車の両輪とよく申しますが、この両者はロータリーの奉

仕活動の重要なかなめとなるもので、両者は深く相関しているものと考え

ます。

「高潔性」はロータリーの倫理基準を示すもので、善意、信頼、寛容等々、

回―タリアンの行動や人格形成の本質となるものです。

特に、先程、申し上げた「多様性」は、回―タリー理念の根本である

「超我の奉仕」とともに性別、言語、信条等を超越したロータリーの本質的

特徴であり、とても重要な価値観です。私達ロータリアンは性別、信条、

言語、文化、風俗等の違いをさらに深く認め合い、ロータリアン同士の多

様性を認め、各種のクラブに於いても、たとえば青少年だけのクラブや女

性中心のクラブ等、多種多彩なクラブのあり方を充分に認め合う必要があ

ります。

そして、私達はロータリーをよく知り、もっと、回―タリーのすべての

本質と活動を理解する必要があります。その理解が全部のロータリアンの

間に十分に浸透し、回―タリーを愛する国―タリアンが増えれは、入会後、

短期間に退会して行くような現象も少なくなるのではないでしょうか。

そのような考えから、私達は、此度、回―タリー・リーダーシップ研究

会というものを設立しました。この研究会はロータリアンの方々が任意に

参加して、お互いに自主的な話し合いをしながら、草の根のロータリーを

勉強する会です。

もともとは1922年 頃から、アメリカではじまった研究会で、現在では世

界各地域に広がり、日本の米山記念奨学会と同じRIの 多地区合同プログラ

ムとして活動しています。2000年 頃に、RI理事会はこのような活動を承認
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国際□―タリー

会長代理こ挨拶および現況報告

L Dreams Real

し、積極的に参加するように奨励 しています。日本でもこのような研究会

を、本年から始めておりまして、東京の第2750地 区や青森の2830地 区は既

に研修セミナーを実施しました。来年には2640地 区や2710地 区等で研究会

が企画されています。

さて、ロータリー財団が、1917年 にアーチ・クランフの「何か良いこと

をしよう !」 とぃう提唱で開始されてから、2017年には100周年を迎えま

す。

それを目安に、今、回―タリー財団は未来の夢計画委員会を設け、財団

の組織やプログラムの簡素化、継続性、効率化等を目標にして、回―タ

リー財団のモットーやヴィジョンと使命も検討し直しました。

そして、補助金制度も、新 しい地区補助金とグローバル補助金に分け、

新地区補助金は地域社会での身近な奉仕活動に使い、グローバル補助金は

国際的な大きなプロジェクトに使い、各地区やクラブが使い易いように致

しました。

ロータリー財団の奉仕活動は、大きく分ければ、人道的奉仕活動 と教育

的奉仕活動の2つ ですが、各地区やクラフにとっては、将来、人道的奉仕活

動 と教育的奉仕活動のバランスを如何取って活動するかが、これからの大

きな課題であろうと思います。勿論、両方共に、とても重要な活動ですが、

その割合を現実にどうして行 くのか、どちらの活動に重点 を置いて、地区

やクラブの特徴 を出 して、奉仕活動の効果を高めて行 くのかが、問われる

ことになるでしょう。

本年9月 、クリフ・ダクターマン元RI会長は、近年、国―タリーにおける

大きな変化項目を挙げていますが、主なものを挙げますと、女性の回―タ

リーヘの入会、3H等の人道的奉仕活動の発展、ポリオ僕減運動の展開、会

員増強と高齢化の問題、ロータリー広報の重要性、青少年活動の支援、平

和奨学生の開始等を挙げています。

そして、更に将来への重要な取り組みとして、新しい技術の進歩や社会
の変化にどう対応するか、ポリオ撲減のビッグ・プログラムを如何終結さ

せるか、回―タリー・アクショングループの発展、青少年活動の展開、
回―タリー内の研修、教育の在り方等の重要課題を挙げています。

最後になりましたが、来年、2009年 6月 には、イギリスのバーミンガム

で第100回 のRl国 際大会が開催されます。私も国際大会研究会の委員をし

ていますので、家内共々参加して、回―タリーを勉強したいと思っていま

す。

皆様も、どうぞ、バーミンガム国際大会に参加され、国際的な感激を味

わって頂きたいと存じます。ご静聴有難うございました。
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ガバナー挨拶

Make Dreams Real

横山 守雄

国際ロータリー第2660地 区

2008～ 2009年度 ガバナー

本年度の当地区大会RI会長代理としてRI長期計画委員会委員、2004

～2006年度RI理事、1997～ 1998年 度RI第 2710地区ガバナー南園義一

様をお迎えいたしました。また、地区内外のご来賓 。会員 。ご家族の

皆様を多数お迎えして今回の地区大会を開催できますことは、この上

ない喜びでございます。

D.K.Lee RI会 長は本年度の活動テーマとして、「夢をかたちに」

を発表 されました。私たちロータリアンはロータリー活動について

様々な夢をもっております。

地区大会についても国―タリアンはいろいろな夢をもっております。

地区大会のホス トクラブを務めます大阪中央ロータリークラフは、

国―タリアンの地区大会に対する様々なご要望をお聞きいたしまし

て、何とか新しい試みをしてみたいと、高橋亜紀央地区大会委員長は

じめ大会関係者―同昨年来、鋭意準備活動を進めて参りました。

Rlが定めております地区大会に関する必須項目はもちろん遵守 して

行く必要がございますが、今回の地区大会は参加者の視点から、楽 し

く、ためになるプログラムを企画・準備 して行こうと云うことになり

ました。そして、その参考として取り入れましたのが近年の国際大会

の運営方法です。最近の国際大会本会議は参加者を退属させないよう

映像と音響をふんだんに駆使 して、プログラムをスピーディに進めて

行きます。内容も参加者が感銘と感動を受けるような構成になってお

ります。

今回の当地区の地区大会は「Simple」 「Smart」 「Speedy」 そして

「参加 して楽 しい」を基本コンセプ トに企画 。構成いたしました。初

日の各奉仕部門の分科会は、奉仕活動の第一線で活躍されている各奉

仕部門の地区委員会の皆様に、手作りのプログラムを準備頂きました。
二日目の本会議の公式行事のプログラムは可能な限り簡素化いたし

ました。そしてメインプログラムは国際的ソプラノ歌手で、世界各地

で「恵まれない子供たちに光があたる」奉仕活動を続けていらっしゃ

います佐藤 しのぶさんにお務め頂くことになりました。
ロータリー活動において、従来の運営方法を変えて行く場合は、多

くの批判や抵抗がございますが、ロータリー全体が現在最も要請され

ていることは、時代の流れにマッチした「変革」です。今回の地区大

会が、参加者の皆様から、一歩前進であったという評価をいただけま

したら、主催者といたしましては、大変うれしく存じます。

地区大会ご参加の皆様、この二日間を存分にお楽しみください !
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ガバナー略歴

ilake Dreams Real

生年月日

学  歴

職  歴

日―タリー歴

1960年

1963年

1965年

1967年

1970年

RI第 2660士也区

1992～96年度

1996～97年度

1997～98年度

2002～ 03年度

2003～ 04年度

2004～ 06年度

2006～ 07:年 度

2007^‐ 08年度

1938年 2月 27日

慶応義塾大学法学部卒業

川崎製鉄(株)(現JFEス チール)入社

同社 東京鉄鋼輸出部

同社 米国ニューヨーク事務所駐在員

同社 :米国ロスアンゼルス事務所駐在員
川崎製鉄(鶴退社

鉄鋼貿易商社 大成通商(欄創立、取締役社長就任
現在に至る

大阪中央RC  職業分類―貿易商社
1984年 :大阪駅RC創立入会 (後に大阪中央RCへ名称変更)

1989～90年度 :プログラム委員長
1990～91年度 :国際奉仕委員長
1991～92年度 :世界社会奉仕委員長
1993～94年度 :幹事
1994～95年度 :会計
1995～96年度 :副会長・クラブ奉仕委員長
1998～99年度 :会長
2000～ 01年度 :理事・規定情報委員長
2003～ 04年度 :理事・創立20周 年行事実行委員長
2004～ 05年度 :理事・新睦友好委員長

世界社会奉仕委員会 委員

同委員会 副委員長

同委員会 委員長

ガバナー補佐
ロータリー財団委員会 副委員長

同委員会 委員長

ガバナー・ノミニー

ガバナー・エレク ト

そ の イ也 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター、米山功労者 (マ ルチプル)
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大会委員長挨拶

take Dreams Real

高橋 亜紀央

国際ロータリー第2660地 区
2008～ 2009年度地区大会委員長

歓迎の挨拶

ロータリーの奉仕活動に参加 して感動 し、そして感謝した。そこか

ら新 しい夢が育まれ、明日への希望が湧いてきた。私は、そんなロー

タリーでありたいと思います。

本日、RI第2660地区2008～2009年度の地区大会を開催するにあた

り、RI会長のD.K.LEEさ んの代理として南園義―様ご夫妻をお迎えし、

心から歓迎申し上げますと共に、ご指導を宜しくお願い申し上げます。

又、RI並びに他地区から多くのご来賓をお迎えいたしました。ご多忙

の中、遠路当地区までお運びいただき、本大会を盛り上げていただき

ましたことに、改めて感謝申し上げます。

そして当地区から、多くのPGを はじめ、ロータリアン並びにロータ

リー関係の皆様にご参集いただきました。ありがとうございます。

RIは 、地区大会を「重要な課題の討議」とする一方、祝賀行事であ

るとしています。横山ガバナーは、地区大会の開催に当たり、参加 し

て楽 しいそして感動が得られる地区大会を指示されました。本大会は、

映像と音響を駆使 し、SIMPLE・ SMART o SPEEDYを モットーに運

営 。進行に努めてまいります。

大いに地区大会 をお楽 しみましょう。そして、今を感謝 しつつ、明

日の夢と希望に向かって進もうではありませんか。

エンジョイ ロータリー !

16

硼

１



歓迎のことば

皿■上e_」ヒ■■皿■_LL」

上田 祐嗣

ホストクラブ

大阪中央ロータリークラブ会長

国際ロータリー第2660地 区、2008～ 2009年 度の地区大会にあたリホス トクラ

ブを代表 して参加されたロータリアンとそのご家族の皆様に心から感謝すると

共に厚くお礼申し上げます。

又Rl会長代理として南園義一様、令夫人節子様ご夫妻をはじめ多くのご来賓

のご臨席を賜り、誠にありがとうございます。

国際ロータリーD.K LEE会長は本年度のテーマとして「Make Dreams Real」

“夢をかたちに"を 提唱されました。特に、子どもたちに光を当て、“子どもた

ちの夢をかたちに"を 強調されています。

第2660地 区横山ガバナーの地区大会の方針は「Make Dreams Real」 を合い言

葉に、夢舞台になりうるステージ空間を演出し、地区大会に参加された方々が

参加 して良かった !、 感動 した !と 言って頂けるような地区大会を目指 し、映

像と音響を駆使 し、Simple、 Sman、 Speedyを モットーに企画を推進すること

であります。

第1日 目の会長・幹事部門分科会では、「クラブの活性化」についてのガバナ

ー補佐によるパネル討論会、職業奉仕部門では「サイエンスカフェ」、新世代部

門では「新世代フェスティパル」、国際奉仕・ロータリー財団部門では「ロータ

リー財団の夢計画」、新入会員研修部門では「ロータリーの真髄を学ぼう」とい

ずれも、大変魅力的で興味深いテーマが用意されています。

その間、家族の集いでは、国際ショバンコンクール日本人最高位ピアニス ト

とタカラジェンヌとのコラボレーションを茶話会形式でお楽 しみください。ま

た、RI会長代理歓迎晩餐会では壮大な和太鼓とお食事を楽しんで頂きます。

第2日 日はメインゲス トにソプラノ歌手の佐藤 しのぶさんをお招きしていま

す。佐藤さんはライフワークとして、恵まれない子どもたちへ愛の手を差 し伸

べるボランティアをされておられますが、その活動の紹介と共にすばらしい歌

声を披露してくださいます。

この大会の為、横山ガバナーの下、高橋亜紀央地区大会委員長、笹木秀雄地

区大会幹事を中心に大阪中央ロータリークラブ全員が一九となって頑張ってま

いりました。

そして、コ・ホス トクラブ大阪そねざきロータリークラフ会員の皆様方から

は大きなお力添えをいただき、ありがとうございました。

どうか参加されたロータリアンとご家族の方々、この2日 間の地区大会をみの

り多い集いとして今後のロータリーのための大会としてくださることを祈念し、

ご挨拶とさせていただきます。
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歓迎のことば

肛■LQ_」圧■■皿■_LLd

徳田 功

コ 。ホストクラブ
大阪そねざきロータリークラブ会長

国際ロータリー第2660地区2008～2009年度地区大会に地区内外か

らのご来賓ならびに会員とご家族多数の皆様にご参会を頂き誠にあり

がとうございます。心から感謝申しあげます。

横山ガバナー・地区役員 。上田ホス トクラブ会長 。大会実行委員会

の皆様方をはじめ、開催にご尽力頂きました方々に厚く御礼申し上げ

ますと共に、このような地区大会に大阪そねざきロータリークラブが

ご協力できますことを大変光栄に思っております。

本年度Rl会長のテーマは「夢をかたちに」です。世界中で子供の死

亡率を減らすことで子供たちの夢をかなえるようにするには、私たち

ロータリアンが心を一つにし、共に働けばこの目標が必ず達成できる

と信じています。

地区大会がロータリアンの活動の原動力となり、友情を深める場で

あることを願い、ご挨拶とさせて頂きます。
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ガバナー・エレクト
略歴

型L■L■ LEea m豊__量_豊 ュl

生年月日

学  歴

職  歴

職業分類

日―タリー歴

RI第 2660地 区

1977年 2月 16日

1980～81年度

1988～89年度

1991～92年度

1996～97年度

1998～99年度

1999～2000年 度

2001～ 02`年三度

2003～ 04年度

2004～ 05年度

2005～ 06年度

2006～ 07年度

1935年 7月 7日

大阪大学大学院 (腫瘍生化学)終了、 医学博士

1965年 米国テキサス・ベイラー大学研究員
1968年 大阪府立成人病センター消化器内科医員
1987年 同 消化器集団検診科部長
1993年 同 消化器内科部長
1997年 同 附属高等看護学院長兼務
2004年 大谷透内科開設 現在に至る

医師

大谷 透

国際ロータリー第2660地 区
2008～ 2009年 度 ガバナー 。エレクト

大阪西南RC入会

雑誌委員長
職業奉仕委員長
世界社会奉仕委員長
国際奉仕委員長
米山奨学委員長
規定委員長
副会長・クラブ奉仕委員長
会長
世界社会奉仕委員長
国際奉仕委員長
米山奨学委員長

1997～2002年 度 財団人道的援助委員会委員長
1998～2002年度 ロータリー財団委員会委員
2002～ 04年度  財団人道的補助金委員会委員
2005～ 07年度  国際大会記念事業委員会委員

そ の イ也 マルチプル・ポール・ハリス 。フェロー

米山功労者 (マ ルチプル)
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ガバナー・ノミニー

略歴

L皿

松本 新太郎

国際ロータリー第2660地 区
2008～ 2009年度 ガバナー・ノミニー

生年月日 1938年 1月 5日

学  歴  甲南大学経済部卒業

歴   1962年

1964年

1966年

1978年

2008年

東洋敷物(株)入社

日商岩井(抑入社

松本油脂製薬(輸入社

同社 専務取締役

同社 取締役相談役 現在に至る

職

職業分類  界面活性剤製造販売

日―タリー歴 1976年 5月

1979´ヽ́80年度

1983～84年度

1984～85年度

1991～92年度

1992～ 931年 度

1995～96年度

1996～ 971年 度

1997～98年度

1998～ 991年三度

八尾RC入会

広報委員長

国際奉仕委員長

幹事

職業奉仕委員長

副会長

会長エレク ト

会長

親睦活動委員長

無任所理事

そ の イ也 マルチプル・ポール・ハリス 。フェロー

米山功労者 (マ ルチプル)

ベネファクター
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祝辞

皿LR□

橋下 徹

大阪府知事

国際ロータリー第2660地区の2008～2009年度地区大会のご盛会を心よ

りお慶び申し上げます。

皆様には、日頃より大阪府政の推進にご支援、ご協力をいただき厚くお

礼申し上げます。

皆様は、これまで、地域社会や国際社会において、人々の豊かな暮らし

を願って、心温まる取組みを続けてこられました。青少年の健全育成や国

際親善、献血推進活動、環境保全など、幅広い分野において活発にご活動

を展開されています。

今年度は「Make Dreams Real“ 夢をかたちに"」 をテーマとされていま

すが、中でも「“子どもたちの夢をかたちに"」 を強調 して、これからの大

阪 。日本を担う子どもたちが国際交流、社会奉仕活動を経験する機会を提

供するためのご活動などに精力的に取り組まれています。

長年にわたり、「他への思いやりの心、他への助け合いの心」を大切にさ

れ、未来の地域社会、国際社会を見据え、真摯に取組みを進められてきた

皆様のご努力に深く敬意を表 しますとともに、こうした皆様の取組みの輪
がさらに大きく拡がることを期待しています。

現在、大阪府では、大阪を再び輝かせるための大改革「大阪維新」に全
庁を挙げて取り組んでぃます。今後、関西州の実現や「教育 。日本一」の

実現などを柱とする「将来ビジョン・大阪」の策定など、大阪の魅力づく
りを進めていきます。元気で笑顔があふれるまちづくりのため、皆様には

引き続き、大阪府政の推進にご理解、ご協力をいただきますようお願いい

たします。

結びに、国際ロータリー第2660地 区すべてのクラブの今後ますますのご

発展を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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Hake Dreams Real

祝辞

平松 邦夫

大阪市長

国際ロータリー第2660地 区大会が、盛大に開催されますことを心か

らお喜び申しあげます。

皆様方には、崇高なロータリアンの精神に基づき、会員相互の友情

と親睦を深められるとともに幅広い奉仕活動を展開され、地域社会の

発展と福祉の増進、国際的な相互理解と友好親善の進展に大きく貢献

しておられます。

急速な国際化、高度情報化の進展や少子高齢化の進行など、社会経

済情勢が大きく変動する中、皆様方が活動のさらなる進展をめざして、

「夢をかたちに」のテーマのもと、本大会を開催されますことは誠に

意義深く、横山ガバナー、高橋地区大会委員長をはじめ会員の皆様方

の御熱意と御尽力に深く敬意を表 します。

大阪市といたしましても、「こどもが元気 !」 「地域が元気 !」 「そ

して、大阪が元気 |」 をキーワー ドに、だれもが安全に安心 していき

いきと暮らせる「元気な大阪」の実現に力を注いでおり、皆様方の一

層のお力添えを賜りますようお願い申しあげます。

国際ロータリー第2660地区の御発展と、御参会の皆様方の御健勝、

御活躍を心からお祈り申しあげまして、ごあいさつといたします。

22



来賓関係

L田己

(敬称略)

大

　

大

阪 府 知 事 橋下

阪  市  長 平松

イ散

邦夫

R I会 長 代 理

R財 団 管 理 委 員

R  I  元  理  事

RI会 長 代 理 エ イ ド

第2580地区ガバナー・ガバナー会議長

第2750地 区ガバナー・ガバナー会副議長

第2780地 区ガバナー・カバナー会副議長

第 2500地 区 ガバ ナ ー

第 2510地 区 ガバ ナ ー

第 2540地 区 ガバ ナ ー

第 2590地 区 ガバ ナ ー

第 2610地 区 ガバ ナ ー

第 2630地 区 ガバ ナ ー

第2630地 区パスト・ガバナー

第 2640地 区 ガバ ナ ー

第 2670地 区 ガバ ナ ー

第 2680地 区 ガバ ナ ー

第 2690地 区 ガバ ナ ー

第 2710地 区 ガバ ナ ー

第 2730地 区 ガバ ナ ー

第2730地 区ガバナー・エレクト

第 2740地 区 ガバ ナ ー

第 2760地 区 ガバ ナ ー

第 2790地 区 ガバ ナ ー

第2800地 区パスト・ガバナー

第 2820地 区 ガバ ナ ー

第 2840地 区 ガバ ナ ー

ロータリーの友 編集長

南園 義―

田中 作次

菅生 浩三

神崎  茂

櫻井 権司

新藤 信之

山地 裕昭

足立 功一

矢橋 温郎

伊藤壽々雄

清水 良夫

高柳  功

由良  久

篠田 靖之

勝野 露観

豊田 章二

宮本  一

南園 節子

田中 京子

菅生 和代

神崎 英子

櫻井えり子

新藤 博枝

山地 章子

伊藤

清水

高柳

由良

弘子

員知

功子

通子

山口

豊田

宮本

鳥居

諏訪

安満

弘純

智子

陽子

弘子

博子

光子

鈴木 美子

片山か乃恵

崎山 茂代

(防府RC)

(ノヽ

'朝

RC)

(大阪北RC)

(大阪西RC)

(東京武蔵野RC)

(東京立川こぶしRC)

(足柄RC)

(釧 1路ヨヒRC)

(札幌西RC)

(湯沢RC)

(横浜RC)

(宮山中RC)

(岐阜RC)

(岐阜西RC)

0日泉RC)

(高松南RC)

(芦屋RC)

(岡 山東RC)

(広島西RC)

(カロ1治木RC)

(宮崎中央RC)

(佐世保南RC)

(名古屋東南RC)

(習志野中央RC)

(鶴 岡RC)

(土 浦RC)

(宮 岡RC)

滋

登

明

昭

良

居

訪

満

鳥

諏

安

秦 喜八郎

鈴木 泰彦

片山 主水

崎山 征雄

藤川 享胤

廣瀬 昭雄

松倉 紘洋

二神 典子

松倉ひろ子
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地区関係

第2660地 区

バス ト・ガバナー

1982～ 83年 度

1993～94年度

1995～ 961年 :度

1996～97年度

1997～ 98.2000～ 01年 度

1998～99年度

2001～02年度

2002～ 03年 度

2003～ 04年 度

2004～ 05年度

2006～07年度

2007～ 08年 度

ガバナー・エレクト

ガバナー・ノミニー

ガバナー補佐

IM第 1組

IM第 2組

IM第 3組

IM第 4組

IM第 5組

lM第 6組

IM第 7組

IM第 8組

ガバナー補佐エレクト

lM第 1組

IM第 2組

IM第 3組

IM第 4組

lM第 5組

IM第 6組

IM第 7組

IM第 8組

ガバナー夫人

戸田  孝

大森 慈祥

熊澤 忠弟

中川 章三

近藤 雅臣

吉川 謹司

寺田 和之

井上 嘆夫

若林 紀男

宮田 宏章

岩田 宙造

新谷 秀―

大谷  透

松本新太郎

(茨木 RC)

戸田  操 (八尾RC)

大森 保子 (茨木西RC)

(守口 RC)

(大阪城南RC)

近藤 淑子 (千里RC)

吉川 房恵 (東大阪東RC)

寺田 初子 (大阪RC)

井上美智子 (千里RC)

若林 俊子 (大阪東RC)

宮田 和子 (大阪北RC)

岩田 善子 (大阪南RC)

新谷 秀子 (池 田くれはRC)

大谷 玲子 (大阪西南RC)

松本悠美子 (八 尾RC)

(豊 中千里RC)

(摂津RC)

(守ロイブニングRC)

(東 大阪中央RC)

(大 阪大淀RC)

(大阪大手前RC)

(大 阪御堂筋RC)

(大阪東南RC)

(池田RC)

(茨木西RC)

(大 東中央RC)

(八 尾東RC)

(大阪リバーサイドRC)

(大阪天満橋RC)

(大 阪フレンドRC)

(大阪阿倍野RC)

松本 龍一

川西 靖裕

樋上 重夫

渡辺  斌

矢野  厳

佐々木 宏

岩津 陽介

岡本 健治

橘高又八郎

大森 保子

西垣 文雄

鈴木  洋

井上 隆晴

重里 國麿

青木禎―郎

藤田誠―郎

横山 悦子
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地区現況報告書
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地区現況報告
ガバナー 横山 守雄

今回の地区大会にRl会長代理として、2004～ 2006年 度Rl理事、南園義―

様ご夫妻をお迎えすることになり、当地区の会員にとりましてはこの上な

い喜びでございます。特に南園様は現在R!長期計画委員会の委員としてご

活躍中で、今回の地区大会を通じて、当地区の各クラジが抱えております、

会員減少やCLPの推進について、Rlの立場から大局的なご指導をいただけ

る方でございます。

また、現在財団管理委員でバーミンガム国際大会の実行委員長をお務め

の田中作次様始め、地区内外からのご来賓の皆様、地区内86ク ラブのロー

タリアンとご家族の皆様、財団 。米山の奨学生、RAC・ :ACの 回―タリー

ファミリーのメンバーなど、多数の皆様方に本年度の地区大会にご参加く

ださいまして厚く御礼を申し上げます。

さて、カバナーの地区現況報告は本来クラブや地区の活動について全般

的な報告を行うのが慣例になっておりますが、今回私は二つの項目に絞り、

皆様にご報告申し上げたいと存じます。その二項目は、私が本日の地区大

会までに、公式訪問いたしました大半のクラブの会長・幹事さんから出さ

れました協議事項でもあります。

第1点は、「会員の減少が続きクラブの先行きが不安である」、という声で

す。

第2点は、「会員減少が続く中で、クラブ活性化の為に、CLPを どの様に

進めればよいのか」、という点です。

図表 (1)

日本の会員数の推移
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地区現況報告書
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図表 (2)

第2660地区の会員数の推移
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先ず第1点の会員減少の現状をご説明申し上げます。日本全体の会員数と

当地区の会員数が、この12年 間にどのように変わってきたか、その変動の

状況を図表 (1)で ご覧ください。日本全体では1996年 には、129,900人の

会員が在籍しておりましたが、2008年6月 には95,238人 まで、26%ほ ど会

員数が減少しております。

当地区の場合、図表 (2)に ありますように、1997年 7月 の会員数は

5,472人 でしたが、2008年 7月 1日 現在、4,024人 に減少しました。全国ベー

スとほぼ同じ様な割合で減少が続いております。

一方、日本全国のクラフ数ですが、2004年までは僅かづつ増えておりま

したが、2005年以降は減少に転じております。RIは この年に、「会員20名

以下のクラブは統合すべきである」という理事会決定を出しました。先進

国での「クラブ整理統合の時代」が始まったと言えるかもしれません。
2007～2008年 度日本では僅か1ク ラブしか新クラブが誕生 しておりません

が、それは当地区の「大阪ネクス トRC」 です。

当地区では、会員数がこの12年 間で、26%減少しておりますが、クラブ

数86は そのままです。ですから1ク ラブ当たりの会員数は、どのクラブも

全国、或いは地区全体の減少割合で、平均的に減少していると思われるか

もしれませんが、各クラブの会員減少幅にはバラつきがあります。大幅に

減少しているクラブ、あまり減少していないクラブと、むしろ二極化の傾

向があるように思われます。

私がこれまでに訪問しました75ク ラブの中で、特にクラブ歴30年 を超え
る大阪市内の中小規模のクラブの会員数減少が著 しく、10年 前の半減、或
は3分の1へ と減少しているクラブもあります。

会員減少という流れの中で、年々増えているのは女性会員の数です。世
界的には、現在15%の会員が女性ですが、女性会員は世界中で毎年1%ほ

00磯 0
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ど伸びているそうです。当地区も本年度に入ってから8月 現在で200人 とな
り、5%を 超えました。日本の就業者人口に占める女性の割合は年々増えて
おりますから、女性会員は今後も伸びが期待出来ます。

図表 (3)

世界と日本の女性会員数

The Woriき
=he Worid

」。p。。

私は、日本全体の会員数の減少傾向は、日本経済成長の鈍化、日本社会
の少子高齢力化現象が背景にあると思います。日本の子供の出生数は1973

年の第二次ベビーフームを境に年々減少しております。現在の人口を維持
するためには、出生率が2.07人必要だそうですが、現在の日本の出生率は

1.25人 しかなく、日本国は、このままでは人口減少が続き、2050年には1

億人、2100年には、現在の半数ほどの6,400万人に減るという予測が出て
います。子供の出生率が減少していますから、人口比率は年々高齢化して

行きます。

そこで、世界と日本の回―タリアンの年齢の図表 (4)を ご参照ください。

図表 (4)

世界と日本の口…タリアンの年齢
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この表からも、日本のロータリアンの高齢化が読み取れます。韓国や台

湾、或いはアジア諸国の姉妹クラフ・友好クラブを訪問しますとよく分か

りますが、向こうの回―タリアンは日本より10歳 、一世代若いのではない

でしょうか。当地区の各クラブの平均年齢は、635歳 です。恐らくクラブ

会員の平均年齢は今後とも毎年上昇 して行くものと思われます。私は、日

本のクラブ組織を、維持し、発展させて行くためには、日本の高齢化社会

への移行という、社会現象にマッチしたクラブに変えて行くことも考えて

行かなければならないと思っております。

なぜこれほど会員の減少が続いているのでしょうか、私はその根底には

3Kの 問題があるのではと申し上げて参りました。

一つはロータリーの「高コスト体質」です。

ロータリアンが負担している年間のコス トは、バブル時代から高止まり

したままで、一向に改善されておりません。現状のコス トでは、若い世代

の方、女性、或いはボランティア活動家、その様な人々の入会は極めて困

難です。欧米のクラブと比較しましても、大変高いと言われております日

本のロータリアンのコス ト負担額を少しでも下げて行く工夫が各クラブで

必要かと思います。

二つ目は「会員の高齢化」です。

若い世代の方の入会が難しいということになりますと、クラブ歴が30年

を超えたクラブでは会員の平均年齢が年々高齢化 し、平均年齢が65歳以上

になりますと、従来型のクラブ活動には、なかなかついて行けないと言わ

れております。クラブ活動が面白くないということになりますと、退会者

が増えて行きます。高齢の回―タリアンでも回―タリーライフを楽 しめる

ような対策をクラブ全体で考えて行く必要がありましょう。

三つ目は「クラブ活動の硬直化」です。

特に会員減少が著 しい市内のクラブでは、クラブ組織も、運営も、長年

ほぼワンパターンで行われてきておりますが、それぞれのクラブの活動に、

特徴や魅力がなかなか見出せません。魅力がないクラブに会員候補者はな

かなか入会してくれません。例え入会いただいても、2～ 3年の内に辞めて

行かれる方がいらっしゃいます。

今回―タリーに最も求められていることは、変革です。アメリカの新大

統領に就任され汝すオバマさんが国民にアッピールされましたのが、変革

「CHANGE」 でした。ところが、その「CHANGE」 が皆様のそれぞれのク

ラブで出来るようになりました。それは「CLP」 という新しいクラフ活性

化のツールですが、それが各クラブに委ねられているのです。

CLPは 、皆様のそれぞれのクラブが、どの様な特徴を持った魅力あるク

ラブにするかという戦略的な長期計画を先ず作ることから着手していただ

きます。そして毎年交代されます会長始めクラフリーダーの皆様が、その

クラブの長期計画をベースに、クラブの活性化と発展を年々図って行くと
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いうのが、CLPの 進め方になります。

実は、昨年6月 のRI理事会で「国際ロータリーの2007～ 2010年の長期計
画」、「Ri Strategic Plan」 を承認し、発表致しました。そこにはロータリー

のビジョン、使命、標語、価値観、優先活動項目などの戦略的な項目が明
示されております。このRlの 長期計画は3年 ごとに見直しを行い、最新のも
のに変えて行きますが、各クラブにおかれましても、このRlの 長期計画を
参考にして、クラフ独自の戦略的長期計画を作成 し、実施することが推奨
されております。

私は、公式訪間先のクラブでCLPの採用、或いは検討状況についてクラ
ブリーダーの皆様にいろいろとお尋ねしておりますが、殆どのクラブは、

「CLPは クラブ組織の簡略化を行うことだ」、と捉えておられます。また、
私はCLPの 検討にあたって、「クラブ独自の戦略的な長期計画」を立ててい
らっしゃいますか、ということもお聞きしております。

ごく最近、「CLPの導入状況」と「クラブの長期計画の有無」について全
クラブに質問状を出しました。その結果については (図表5)を ご覧くださ
い。CLPを 検討中、或いは導入済みのクラブでも、長期計画を立てておら
れるクラフは少ないことが分かります。

例えば、我がクラブは、四大奉仕活動の中でも、地域社会に密着 した社
会奉仕活動を増やして行きたい、或いは青少年奉仕部門の活動に注力して
行きたい、或いは国際奉仕の活動を重点的に伸ばして行きたい、とそれぞ
れのクラフの重点的な活動分野に対する考え方が、いろいろあってよいと
思います。回―タリークラブはクラブの歴史や、特性、或いは人材も多種
多様です。クラブにとって最適な、また重点的な活動分野は、クラブの裁
量で自主的に決めて行けばよい訳です。

いずれにしましても、日本社会が高齢化 して行く中で、これからのクラ
ブの在り方、ビジョン、日標、重点的な活動項目など、戦略的な長期計画
を各クラブでそれぞれ策定され、それに基づいてクラブの発展を図って行
かれるように願っております。

私は会員減少という現在の状況を皆様にご報告いたしましたが、私は
ロータリーがこのまま退化 して行くとは決 して思っておりません。ロータ
リー活動は、103年間続いております。恐らく次の100年間も退潮すること
はないでしょう。それは何故かと申しますと、回―タリーには、「奉仕」

「親睦」「多様性」「高潔性」そして「リーダーシップ」という素晴らしい価
値観があります。他のどの様な組織、行政府にも、企業にも、他の奉仕団
体にもない崇高な価値観を回―タリアンは共有 し、人のため、世のために
自分の職業を通じて日々励んでいるからです。

皆様が、日―タリーのいろいろな夢をかたちにして頂きますように願い
しまして、私のご挨拶と地区現況報告とさせて頂きます。
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松山 奈央
水野 智博
小室 周平
菅牟田裕子
杉浦 健―

小松 加奈
高嶋かな子
菅原 秀―

名村 文吾
山本 真有
川武世志郎

CSE アルムニ会

GSE ア ル ム ニ 生田

播本

梅辻

1,励 口

大月

X士

山本

福元

和田

英輔

裕典

真希

純子

直子

リサ

茂雄

妙子

聡子

今年度 フランス派遣団員 (大 阪南 RC)

(大阪イフニングRC)

(東 大阪東 RC)

(吹田RC)

青少年交換学生 (受 入クラブ・派遣クラブ)

イ ン バ ウ Jahi Bernard

Celine Progin

Aubrey Fox
ライヒャー ト 明生
Patricia Wendt

Anthony C)rran

安孫子 みづき

宮後 彩

宝上 和音
宝上 卓音

(摂 津RC)

(高槻西RC)

(大 阪天満橋RC)

(大 阪なにわRC)

(大 阪心斎橋RC)

(大 阪天王寺RC)

(高槻西RC)

(大阪中央RC)

(大阪咲洲RC)

(大 阪咲洲RC)

ド

ア ウ ト パ ウ ン ド

ローテックス

山田 弘樹 (大阪心斎橋RC)
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米山奨学生 。関西学友会

米山奨学生

関西学友会

(吹 田江坂RC)

(大阪西南RC)

(茨木RC)
(大阪城東RC)

(大 阪なにわRC)
(大 阪大手前RC)

(大 阪天満橋RC)

(高槻東RC)
〈大阪鶴見RC)

(大阪南西RC)
(大阪大淀RC)
(大阪柏原RC)

(箕面中央RC)

(千里メイプルRC)

(摂津RC)

(東大阪中央RC)
(大阪北RC)

(新大阪RC)

(千里RC)
(大阪中央RC)

(会長)

(役 員)

(相談役)

佳

イナ・

ァルジ

ｏ
　

　

　

　

　

　

　

フ

　

　

・

ン
莉

　

彬

健

一
素

ン
光

エ
　

　

　

　

マ
　

ル

林

宝

胡

マ
フ
グ

宋

趙

田

王

ヤ

同
グ

李

白 攻 (リ ンパイメイ)

天 (ホ ウテン)

街 (コ カユン)

ヴィクタ・ナンコ

ャミ・サハ

カン・コック

莉 (ソ ウリリ)

勇 (チ ョウユウ)

彬 (デ ンヒンヒン)

菅 (オ ウケンテイ)

一・バダムハンド

友 (エ ンスリュウ)

ロシャン

鎮 (リ コウチン)

チュン・ トラン ジィプ・ヴィ
カエルムザメル・サイフル・アザム

金 龍 鎮 (キ ンリュウチン)

黄 亦 斯 (ウ ィーイースー)

タイ ヴァン ナム

白 玉 冬 (ハ ク ギョクトウ)

オト   日 (ボ ク ニチ)

孟   燕 (モ ウ エン)

林 小 微 (リ ン ショウ ウイ)

財団奨学生 。文化研修生 。PSC
''2008～ 2009年度受入文化研修生"

Jun Hyea Lim(シ ョンヘ リム)

''2009～ 2010年度ロータリー財団国際親善奨学生''

水田百合子

大月 基弘

鋳物 美佳

佐々木葉月

甲斐なつき
・2009～ 2010年度ロータリー財団国際親善奨学生"

土岐友季子
PSC      林  千宏

中原 陽子

春田かをり

多田 将晴

(東大阪東RC)

(吹 田RC)

(大阪そねざきRC)
(大阪西北RC)

(豊 中南RC)

(大阪南RC)

(豊 中RC)

(豊 中RC)
(大阪城南RC)
(大 東RC)

(千里メイプルRC)
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熙RI意義ある業績賞 〈2007～ 2008年度〉

千里RC

震R:会長賞く2007～ 2008年度〉
1組 豊中RC・ 豊中南RC・ 豊中千里RC
2組 茨木西RC・ 高槻RC・ 摂津RC
3組 くずはRC
4組 八尾中央RC・ 大阪柏原RC
5組 大阪北梅田RC・ 大阪梅田東RC。 大阪そねざきRC・ 大阪中央RC
6組 大阪RC・ 大阪城北RC。 大阪天満橋RC・ 大阪東RC・ 新大阪RC・

大阪城東RC
7組 大阪南RC。 大阪難波RC。 大阪西南RC・ 大阪南西RC・ 大阪船場RC
8組 大阪平野RC・ 大阪イブニングRC・ 大阪咲洲RC・ 大阪東南RC・

大阪城南RC。 大阪阪南RC・ 大阪住之江RC・ 大阪住吉RC

員 会員増強・拡大賞 く2007～ 2008年度〉

直前ガバナー新谷 秀― (池 田くれはRC)

最高の成長率を達成したクラブ    大阪なにわRC
最多の新会員の入会を達成したクラブ 大阪RC
最高の退会防止率を達成 したクラフ  大阪城東RC
新ロータリー・クラフ提唱      千里RC。 東大阪東RC

買 RI会員増強推進計画賞 〈2007～ 2008年度〉

大阪RC・ 大阪難波RC・ 東大阪東RC

園ローターアクト会長賞〈2007～ 2008年度〉
茨木RAC(茨木RC、 茨木東RC、 茨木西RC)

大阪RAC(大阪RC)

大阪御堂筋RAC(大阪御堂筋RC)

大阪天満橋RAC(大阪天満橋RC)

大阪梅田RAC(大阪梅田RC)

関インターアクト会長賞〈2007～ 2008年度〉
相愛中学高等学校 (大阪RC)・ 浪速中学高等学校 (大 阪住吉RC)

大阪桐蔭中学高等学校 (大東RC)

買 RI広報 ガバナー特別賞 〈2007～ 2008年度〉

大阪イフエングRC

躙 ロータリー財団地区特別奉仕賞 〈2007～ 2008年度〉

1万 ドル以上の大口寄付 塚田

寺田

康策 (大阪平野RC)

信正 (大 阪柏原RC)
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買 ロータリー財団地区奉仕賞 〈2007～ 2008年度〉

年次寄付累計6千 ドル以上のMPHF 藤本員―郎 (大阪堂島RC)

藤井 宏― (大 阪西北RC)

田中 敬― (大 阪東南RC)

ロ ロータリー財団寄付優秀クラブ く2007～ 2008年度〉

〈会員一人当たり年次寄付上位3ク ラブ〉

第 1位 新大阪RC   401 67ドル

第 2位 大阪柏原RC  379 46ド ル

第 3イ立 大阪住吉RC  368.53ド ル

買100%「財団友の会」会員クラブ
池田くれはRC・ 門真RC。 大阪阿倍野RC・ 大阪ちゃやまちRC・

大阪御堂筋RC・ 大阪リバーサイドRC・ 大阪東南RC・ 大阪鶴見RC・

大阪う
‐つばRC

口「毎年あなたも100ドルを」クラブ
池田くれはRC・ 門真RC。 大阪阿倍野RC・ 大阪ちゃやまちRC
大阪阪南RC,大阪御堂筋RC・ 大阪中之島RC・ 大阪なにわRC
大阪リバーサイドRC。 大阪住吉RC。 大阪天王寺RC・ 大阪東南RC
大阪鶴見RC・ 大阪うつぼRC

日 米山奨学金寄付9千万円達成クラブ 〈2007～ 2008年度〉

大阪東RC

日 米山奨学金寄付6千万円達成クラブ 〈2007～ 2008年度〉

東大阪RC・ 大阪難波RC・ 八尾RC

田 米山奨学金寄付4千万円達成クラブ 〈2007～ 2008年度〉

大東RC,大阪梅田RC

日 米山奨学金寄付3千万円達成クラブ く2007～ 2008年度〉

高槻RC。 大阪東南RC

日 米山奨学金寄付2千万円達成クラブ 〈2007～ 2008年度〉

新大阪RC

日 米山奨学金寄付1千万円達成クラブ 〈2007～ 2008年度〉

四条畷RC・ 大阪そねざきRC

日 米山奨学金寄付優秀クラブ 〈2007～ 2008年度〉

〈個人平均寄付額〉

第1位 東大阪RC

第2位 大阪淀川RC

第3位 池田くれはRC

49,090円

46,089円

39,285円
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米山功労クラブ (2007年10月 ～2008年 9月 )

千

中

　

．

　

木

木

中

豊

豊

豊

茨

茨

茨

千

池 田 く れ は RC 寝  屋  川 RC

東  大  阪 RC

東 大 阪 東 RC

東大阪みどり RC

東 大 阪 西 RC

大 阪 柏 原 RC

ノヽ      尾 RC

八 尾 中 央 RC

大 阪 中 央 RC

大 阪 堂 島 RC

大  阪  北 RC

大 阪 北 梅 田 RC

大  阪  西 RC

大 阪 西 北 RC

大 阪 梅 田 RC

大    阪 RC

大  阪  東 RC

大 阪 城 東 RC

大 阪 中 之 島 RC

大 阪 城 北 RC

大 阪 天 満 橋 RC

大 阪 鶴 見 RC

新  大  阪 RC

大  阪  南 RC

大 阪 難 波 RC

大 阪 な に わ RC

大 阪 西 南 RC

大 阪 船 場 RC

大 阪 う つ ぼ RC

大 阪 阪 南 RC

大 阪 平 野 RC

大 阪 咲 洲 RC

大 阪 住 吉 RC

大 阪 東 南 RC

中 RC

南 RC

里 RC

木 RC

東 RC

西 RC

里 RC

千里 メイプル RC

摂    津 RC

吹    田 RC

吹 田 江 坂 RC

吹  田  西 RC

高    槻 RC

高  槻  東 RC

大    東 RC

大 東 中 央 RC

守ロイフエング RC

米山特別功労法人 (2007年 10月 ～2008年 9月 )

小島金属工業(株) (東 大阪RC)

米山功労者一覧 (2007年 10月 ～2008年 9月 )

其 面 RC

箕 面 中 央 RC

豊    中 RC

豊  中  南 RC

(※ 印はマルチプル

.M木
平  昌男

藤 原   進

※田中喜佐雄

藤井 稔夫

※岡内 重信

X多 田 慶三

浦川 光雄

※馬場 ―雄

山西 洋一

X國貞 員司

X山中 久男

※笹部 義平

M印 はメジャー・ドナー)

吉`田 昌弘

■三好 洋二

未南川淳之祐

"庄司修二郎

M瀧′束員 尚峻

湯川 泰孝

佐川 正治

水野  茂

山`本  榮

※田中 竹二

郎

一

豊

一

一

二

郎

友

子

雄

男

肇

治

八

秀

　

重

輝

修

太

康

洋

康

治

　

源

又

　

　

　

　

　

英

高

谷

田

井

名

司

塚

盛

谷

羽

田

埜

邊

橘

新

尾

福

尾

庄

大

福

関

天

森

中

渡

豊中一大阪国際空港RC
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池    田 RC

池 田 く れ は RC
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豊 中 千 里 RC

茨   木 RC

茨  木  東 RC

千 里 RC

千里 メイプル RC

,幸 RC

田 RC

吹 田 江 坂 RC

田  西 RC

槻 RC

槻  東 RC

東 RC

枚 方 RC

栗田 正憲

※笠原隆之助

東野 達雄

中村  忍

藤満 宣夫

X近藤 雅臣

※寺井 明納

藤田 芳浩

X黒‖1 彰夫

高`尾  修

X疋 田誠治郎

疋田 陽造

X北野 龍二

X大橋 弘―

※高津  昇

※吉岡 諄二

※栢本 淑子

※庄瀬  寛

※新井  清

X岩井 祐造

X藤 田 圭吾

X村上  元日召

X福富 経昌

清水 正義

※樋口 光弘

※中島  勤

辻岡 恒美

※井上 良典

X家高 健志

岩本 昌治

山口 尚志

※猪奥 年紀

石橋 高夫

※菅野 忠彰

白井祥一郎

演谷 和也

※三宅 辰―

中谷 裕和

X高林  茂

柳田 雅範

X貝本 年正

X城谷  星

※井上 嘆夫

御前  治

X池 田  進

※水島  洋

※高島 照夫

西田 文夫

※本田 壽子

※木村雄次郎

※大山 武司

※山下 光政

金馬

X杉本

X右松

越野

X岩田

中村

※石丸

米田中

※樋口

※田中

隆仁

全司

強

憲昭

喜義

重利

康―

啓之

栄二

正美

田中  有

神田 隆司

森  専雅

※若林 三雄

金子  薫

X坂口  健

※川上

※中井

=柴 田

X淀井

,告チF

健

仁

満福

※西村

※飛田

※
4ヽり||

※山口

※森山

義博

昭男

勉

誠

鐵男

米国宗

※向井

米清水

米竹中

※吉村

範彰

伸太

照次

光央

張  虞安

※佐治 信隆

長澤  彰   大島  修

弥

子

治

一　
純

健

藤

田

原

近

村

柳

摂

吹

吹

高

古
同
　
　

大

大 東 中 央 RC

※大野  榮   ※新庄 幸―

く  ず  |ま RC ス駕田  毅   重田 恵年

交

守

屋

大

寝

東

野 RC

口 RC

り|IRC

阪 RC

山本

米小菅

村岡

X西村

※樽本

米山下

菊栄

要

修

光洋

文男

勝弘
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弘

松
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崎

加
　
　
長

峠



表彰

Ш__]kLユ上e■_止上 Eea:

東 大 阪 中 央 RC

東 大 阪 東 RC

東大阪みどり RC

東 大 阪 西 RC

大 阪 柏 原 RC

尾 RC

※原口 隆夫

X小林 成共

※大畑  斉

※井上 家昌

※芳田 至弘

西村 俊彦

X藤原 史嗣

中西 英二

M高島 政康

X林  芳繁

※田中 義男

※原田 正義

保坂 雅之

川田  隆

※山本 義治

西‖1 訓史

X楠瀬 允教

X大橋 秀造

※藤田 宗平

※古谷 裕子

※川崎  壽

村上憲一郎

X辻  幸雄

X堀内 敏道

M西野 公庸

※古野 清賢

※池田喜八郎

χ松本 進也

岡田  徹

X宇賀 良太

X山本  潤
X吉 田 邦男

※箱田  隆

X井上  孝

※中神 秀明

X出 口 敏朗

藤井本一博

木越 正司

X上能喜久治

小寺 隆弘

X木村 正一

※西村 典三

:山 本 峰雄

丼川上 卓男

来高田富三男

X榊原 正峰

×山本 光勇

来平野大太郎

笠井  実

メ高田 吉治

‐
森田 時男

:.筒井 重之

井`上 嗣仁

X益田 照夫

米田中 久雄

・ 横山 守雄

'道上恵二郎

兵頭

・ 石田

大堅

■田中

・ 山浦

吉川

正信

豊司

敢

成人

荘平

健之

・ 秀平 吉朗

・ 神田章太郎

米田島 信義

′安冨 國詞

松井 素子

・ 西村真―郎

市川 雅邦

上野 義治

メ石崎

米寺田

ネ橋本

=居相

=小林

日召

信正

雄司

英機

成禎

来松本

・ 奥田

佐田

濱野

米北尾

笹`木

来辻川

幸`田精―郎

来城ケ辻 保

ス浜田  晋

※池田 道夫

丼丸山 雅祥

高林 イ申行

山澤 倶和
メ山川善―郎

米長谷川誠太郎

X加藤 慶二

X白 倉 孝雄

X山田 崇雄

※井上 隆晴

増`田 真―

X吉村  健

米田  猛

夫

澄

作

光
　
　

勇

本

井

田

岡

今

曽

ノヽ

ノヽ

プヽ

尾 中 央 RC

尾  東 RC

大阪ちゃやまちRC

大 阪 中 央 RC

大 阪 堂 島 RC

佳

幸

二

之

士

二

雄

一

生

智

長

博

清

郁

秀

功

:大橋

大  阪  北 RC

大 阪 北 梅 田 RC

大阪リバーサイドRC

大  阪  西 RC
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X金子 誠二

X宮崎 康治

※瀧田 浩彦

メ須崎 洋一
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大

西

阪

阪

大

大

,定 RC

lヒ RC

大 阪 梅 田 RC

大 阪 梅 田 東 RC

大 Ftt RC

大  阪  東 RC

東 淀 RC

城 東 RC

大 阪 中 之 島 RC

大 阪 城 北 RC

大 阪 天 満 橋 RC

大 阪 鶴 見 RC

※橋本 尚三

X藤井 宏一

池谷 典彦

※十河 元生

X稲本 一夫

※大矢 善昭

米長谷川正幸

※杉野 浩次

古田  武

石原 福造

小橋 鴻三

黒田 倖稔

岡本  修

笹倉 敏彦

※真銅 孝三

垂井清一郎

来山本 良一

ス堀   隆

X西村 貞一

筒井 茂治

吉永  深

M横田喜久雄

*井土 賢―

M北濱 貞雄

X世良 醸治

メ早瀬 道園

小林 俊明

穐山 昌隆

後藤 喜司

X三木 ―之

※井戸 幹雄

溝手  悟

X二宮 秀造

谷`本 圭二

※山田 雅浩

M発  剛士

X西野 政治

谷  康平

※白山 鴻鍵

X古市  仁

X中谷 庄八

=中西 藤和

後藤 洋治

尾崎

:福 光

:三 村

雅俊

一七

恵造

※梶谷

辛佐藤

革嶋

山村

X羽間

壁

神足

丸山

大坪

`四方

塩谷

土井

健二

成憲

恒徳

幸久

平安

富 ―

泰弘

功

清

修

土早
　
三洋

伊藤  勲

来嘉納 秀―

X小谷 年司

丹羽  具
X領木新―郎

島`田 清隆

※立野 純三

※八木 頼夫

阪

阪

大

大

半北り|1 勝治

大橋 孝夫

M若林 紀男

'川中 義裕

来尾井  豊

新谷 裕之

堀口 利夫

今井 和男

熊倉 勝敏

塩原  正

イ金田 五郎

半南川 和茂

※奥   崇

内田 国雄

来山本 喬一

秀島 博規

ス岡田  輌

子浮舟 邦彦

X陳 思 乾

‐小中

・ 大田

小野

義博

重彦

徹弥

X岸本 和久

X大道 ―弘

K杉野 政史

X泉 紀世史

川本 達雄

:丸 井龍太郎

=鍬田

・ 中村

X重里

梅`本

充生

健輔

國麿

知秀

｀
中嶋 英貴

メ須田潤市朗

・ 宇野  滋

和田 1成郎
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表彰

11L」 iL」ヒ」L__』 IL」L』L」!L」lE S_ E』L」L」

新  大  阪 RC

大阪 フレン ドRC

大 阪 本 町 RC

大 阪 御 堂 筋 RC

大  阪  南 RC

大 阪 難 波 RC

大 阪 な に わ RC

大 阪 西 南 RC

大 阪 船 場 RC

大 阪 心 斎 橋 RC

大 阪 う つ ば RC

大 阪 阪 南 RC

大 阪 平 野 RC

大阪イフエンクRC

大 阪 城 南 RC

大 阪 咲 洲 RC

大 阪 住 吉 RC

大 阪 天 王 寺 RC

大 阪 東 南 RC

※花原 昭弘

X菅本憲市郎

山田幸二郎

佐藤 直博

X首藤 隆平

岩崎 利晴

X原 田 裕彦

X細川 益男

※宮川 征―

来永江  浦

小河原三郎

X高木 慶一

安田 嘆胤

オ`黄山
"原

,台良6

葉田 順治

岡西 豊博

白野 陽一

和田  徹

池側 一司

先崎  進

石見 隆夫

メ丹羽 健二

※綱田 哲男

※伊藤 清―

米徳永 孝哉

半芦邊 康徳

境 紀世治

*赤坂 信義

市村  子L

生沼 寿彦
来近藤  勲

・.山
本研二郎

米大江 芳次

来宇野 能史

※光信 昌明

櫻井 秀時

※長崎 三男

上`田  彰

M原野 圭司

X花田  力

X毛尾 武史

`多 田 龍弘

飯́原 啓吾

来谷口 光夫

※吉田 正則

X山本 富造

和田 富雄

高`原 政巳

X樋口  學

業石本 恵一

中尾 量保

X西川 晴夫

X奥村 安正

玉村  光

=山本 博史

'米 田 幹郎

桑田日出男

小野 佳彦

竹田  イ申

渡邊 尚資

X石山  登

田中  洋

X笠井 文雄

斉藤  明

X横井 英朗

=片岡 清夫

X原田  繁

X植田  卓

′濱田  新

岩根和加子

湯尾 恵子

近藤 大三

半吉田  洋

永田

M遠田

X西田

藤夫

義昭

照雄

X金本恒二郎

※三宅 ―嘉

イ田中 義矩

'小林 雄友

打味 俊偉

脇
｀
平岡

近藤

:・ 中川

・新田

塩山

・ 多田

吉川

隆俊

英信

浩司

和雄

精―

高之

準二

晃司

:西森

荻原

伴井

:山 田

:北澤

喜―

奨

敬司

誠―

高志

:村 山 廣甫

清水 高士

小島 常男

石橋 優―

山田 精三

伊藤八重子

前田 健司

上田員喜子

丼岡倉

‐梅崎

来玉城

二郎

道夫

晴孝

村上 幸史

45



ilake Dreams Real

表彰

ロータリー財団への寄付 (2007年 9月 ～2008年 8月 )

(※ 印はマルチプル・ポール・ ハリス・ フェロー、 B印 はベネファクター)

池    田 RC

池 田 く れ は RC

箕    面 RC

箕 面 中 央 RC

豊    中 RC

豊  中  南 RC

^橘高又八郎
来新谷 秀一

黄堂 泰昌

・ 南川淳之祐
来小池  ,享

松山 辰男
来村司 辰朗

藤本 訓子

・ 宮内 敏光
来栗田 正憲

簡`  仁―

中村  忍

藤満 宣夫

3西 田 泰略

木下 吉宏

藤田 芳浩

水`本  徹

木`原 章夫
B紙谷 正行
′羽間 勝昌
来西上 博幸

渋谷 清明

・ 尾家  亮
半小川1  勉

中村 進―

B高谷 敏雄

大津 爾平
B清水  修

“岡本日出士
B峠  松次

奥野  誠

片山  徹

岡山 量正

築山 明雄

川口 和三

B小林  呆

`冨田 利一

■三浦 俊造

宮̈内 勝夫
B白 井祥―郎

X岡内 重信

中`井満洲男
※蔵田 禎夫
X枇榔 五郎

8福盛 康友

秦  博文

来樹下

木`本

X松尾

神前

9井上

■池田

米相原

米水島

・ 西本

河内

丼柳川

保平

泰博

俊彦

嘆夫

進

正雄

洋

勝

幸枝

義行

宮`川藤―郎
X玉城  明
*河邊 哲郎

本多  了

三高津

中村

:高島

嘉夫

員也

山口

堀

西田

尚志

一成

孝司

中`道  均

3佐治 信隆

X庄司修三郎
‐山下

森本

半澤木

半光本

辰 巳

稲邑 清也

3近藤 雅臣
∵黒‖1 彰夫

・ 長谷川靖彦

瀬川  昭

北野 育冒二

‐西村 忠雄
/家村 武志

・ 山口  誠

司

光

光

　

一
　

　

平

恵
　
　
政
　
　
義
　
　
　
克

行 三豊 中 千 里 RC

茨    木 RC

茨  木  東 RC

千    里 RC

摂

吹

吹 田 |

吹  田

千里 メイプル RC

,幸 RC

田 RC

江 坂 RC

西 RC

槻 RC

東 RC

西 RC

東 RC

央 RC

方 RC

は RC

真 RC

野 RC

口 RC

屋  ′|IRC

槻

槻

高

高

高

大

中

ず

東大

枚

く

植田

・ 上田

恭平

正義

門
　
　
一父
　
　
守
　
　
寝

山元

國 田

半加地

X石橋

水谷

欣吾

康裕

脩郎

高夫

治人
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表彰

皿_■ k_豊__Li」 L■■1_■__R豊二」

畷 RC

阪 RC

東 大 阪 中 央 RC

東 大 阪 東 RC

東大阪みどり RC

東 大 阪 西 RC

大 阪 柏 原 RC

美

也

央

次

次

治

登

治

一

興

彦

一

二

次

嗣

三

雄

之

三

士

太

二

宏

治

寅

一

二

雄

宏

和

光

寛

照

勝

　

員

繁

秀

俊

昭

英

末

政

省

久

敦

順

智

源

雄

　

穣

　

功

郁

幸

平

谷

村

岡

中

川

埜

納

林

田

村

木

西

島

村

賀

村

西

本

回

場

　

家

尾

熊

川

尾

大

濱

吉

立

竹

細

北

加

奥

寺

西

鈴

中

米

岡

古

松

今

村

山

干

柳

福

長

大

辻

北

辻

条

大

四

東 柳田

国宗
メ山本
X山下

山́本

駒林
3北川
※
辻

雅範

範彰

哲三

勝弘

義朗

廉弘

忠嗣

正

岡本

'前 田

川上

…角井

岩崎

榊原

B高井

・ 橋本

`高井

B池尻

‐泉
.′

山田

光夫

進輔

卓男

勝美

泰―

春枝

康伊

雄司

栄爾

誠

寛治

正雄

半長澤 徳治
B中西 義治

濱野 清士
X新 田 久治

辻川 直子

辻川 成子

豊田百合子

中野 和子
X伸庭 裕明

田中 真人

吉‖1 健之
X田渕 宏政

山`本 雅昭
X真野清以志
イ石田 豊司
X平川 恵―

*鈴木 忠夫

西村 光洋

加茂 次也

B小崎 正雄

X井戸本忠彦

前́田 安也

米梶原 孝彦
※水守 俊明
X木村 繁雄

3辻   茂
※曽田 勇作
必谷村 佳昭

ノヽ 尾 RC

松原

中西

B寺 田

オ小林

:戸田

貞一

信博

信正

成禎

孝

八 尾 中 央 RC

八  尾  東 RC

大 阪 中 央 RC

辻川美乃利

長谷川由美

楠  洋子

廣内 禎介

ス幸田精―郎

魚本慶―郎

大堅  敢

イ清水 英明

舛`田 圭児

来島田誠次郎

=浜 田  晋

X山下 嘉治

`水野 哲次

B安冨 國詞

:・ 三井 利宏

吉`村 清明

`大橋 秀造

川`崎  壽

高`橋亜紀央

辻川美由紀

辻‖1  豊

松本加奈子

・ 藤本員―郎
摯西川  亨

田中 成人

岡田  徹
キ吉矢 生人

=小林林之助

・ 高月 埠介

=荒巻 恭士

B武田 佳次
i寺

岡 龍彦大 阪 北 梅 田 RC
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大 阪 堂 島 RC

大  阪  北 RC
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表彰

大

西

阪

阪

大

大

大阪リバーサイドRC

大  阪  西 RC

淀 RC

ヨヒRC

大阪そねぎき RC

大 阪 梅 田 RC

大 阪 梅 田 東 RC

大 阪 RC

大  阪  東 RC

大 阪 城 東 RC

大 阪 中 之 島 RC

大 阪 大 手 前 RC

大 阪 城 北 RC

大 阪 天 満 橋 RC

来中村 幸盛
X前田 葉子
※乾  勝亮
B中 山 正隆

中村 壽孝

田中 一成

安積  覚
K菊‖1 起男

3大谷  透

・ 池谷 典彦
※近藤 治郎

田中  将

井上 直次

三好 庸隆

田原祥―郎
来松木 恒雄
来後藤 洋治
※黒田 章裕

神足 泰弘
※吉本 仁三

小浦 芳生
来立野 純三

市川  宏
X萬野 尊昭
来土井 孝夫

林  恭造
X中島 博司

岡  俊紀

梅本久美子
8志水 慶―

伊藤 昭彦
来廣末 利男
X今西 恭晟
8加藤 昭男
X濱田 智志

内田 国雄
※重里 國麿
来大矢 平治
米宇野  稔

井上 修―

※内田 古穂
辛阿部成之助

田`中 信明

佐藤 文三

キ羽間 平安

西岡 信雄

小林 芳之
X石川  正

・ 領木新一郎

オ和泉
来北川

・ 山本

世良
B中嶋

豊

勝治

武男

醸治

進治

三木 元昭

X大伏  将

X関  謙二

野`上 恭嗣

赤`松 照夫

X貝塚  言襲

'山本 喬―

谷  康平
B中嶋 英貴

=石‖1 治均
来浮舟 邦彦

柿本

i苅田

:前 田

B岩井

市`田

道雄

円

修

葉子

孝明

晃

8伊津 政美

・ 田中 潤治

・ 北 政十郎

瀬`田川昭俊
B森本 和代

宮脇 茂樹

鈴木 達郎

秋元 延介

～小湊  牧

土田

:伊藤

岡本

:山 田

1川 島

:小谷

修

興表

修

―郎

康生

年司

3太 田

来中井
Ⅲ
野村

8小松

新谷

重彦

梅雄

良男

功

裕之

小原

:松 浦

:山 本

:川本

敏明

貞男

博史

晴男

オ石田

※二宮

B福原

道夫

秀造

哲晃

:林

田中

:中 村

成志

英司

浩―

姓

誤

登

餓

議

畝

嗽

緻

畝

宏一
障

蔚

離

雌

帥

教

永

藤

本

内

水

田

野

水

野

井

村

間

谷

藤

西

村

須

伊

柿

垣

清

上

牧

細

奥

藤

西

谷

熊

佐

中

山
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大 阪 鶴 見 RC
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表彰

大 阪 淀 川 RC

新  大  阪 RC

大 阪 本 町 RC

大 阪 御 堂 筋 RC

大  阪  南 RC

大 阪 難 波 RC

大 阪 な に わ RC

大 阪 南 西 RC

大 阪 西 南 RC

大 阪 船 場 RC

大 阪 心 斎 橋 RC

大 阪 うつ ぼ RC

大 阪 阿 倍 野 RC

大 阪 阪 南 RC

大 阪 平 野 RC

大阪イブニングRC

大 阪 城 南 RC

大 阪 咲 洲 RC

大 阪 住 之 江 RC

大 阪 天 王 寺 RC

大 阪 東 南 RC

B白 山 鴻錠

谷口 光夫

村木  茂
※菅本憲市郎
※岡田 俊作

木戸  敏
X坂田 哲男

長谷川 孝

塩山 高之
X小八木規之
χ田中 三男

角谷 英樹
X木下  肇

藤村 輝之
米桜井  明
B大地 庸元

岡藤 龍正

山口多恵子

増田 國次
※内藤 ―馬
B小島 常男

石橋 優一

X中山 重積
B酒井 泰男
※藤田誠―郎
米能口 武雄

柿野 雅―

友藤 昭弘
X三木  優
※岡倉 三郎
※岡部 泰鑑
※光信 昌明

宝上 富之

薮野  洋

村上 高見

片山 一歩

金本恒二郎
※荒木 彰一

X大山 文男
※山口 雅民
※三宅 ―嘉

※津本 清次

中‖1 建司

山田幸二郎

※坂中 良郎

小倉 康秀

松本 圭右
※飯原 啓吾

B鈴木 儀雄
米安部 ,問―

榊原 秀樹
※國分 紀一

※信垣  昭

力身総一郎
来川端 康弘

B北 田

※黒川

B北澤

※海堀

8高階

好文

友二

常夫

貞男

"畑田  豊
X佐 本々正治郎

西山 雅康

※宮後  浩

※西谷 伸介
※田中 義矩

松井 研次

中川
※平岡
X錦織

松林
※早石
X清水

伴井
X澤井

和雄

英信

達郎

寛

誠

裕

敬司

稔

河野

B中丸

大田

X丹羽

B小 山

博己

義昭

敏―

健二

章松

※野上 俊二

※岡野 文雄

X三本 一良

※喜多

X塚田

※宇野

※佐伯

X境

小 島

代

孝
　
　
雄

正

秀
　
　
卓

和

田
　
　
部

大

武
　
　
岡明

策

史

次

彦

　

男

　

秀

敏

康

能

篇

高

　

一二
　

康

長崎

・ 伊藤

本田中

松田

・‐岡本

武定

研一

清司

健治

※印はマルチプル・ポール・ハ リス・ フェロー、B印 はベネファクター
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分科会

M」_k_e_preams R_3.a」

会長・幹事部門

会場/大阪国際会議場12F 特別会議場

日時/12月 12日 (金)13:30～ 16:40

●パネルディスカッション
「クラブ活性化プラン (CLP)3年 目の現状と課題」

パスト・ガバナー 吉川 謹司
(東大阪東RC)

パネリスト lM第 1組～第8組のガバナー補佐

IM第 1組

松本 龍一
(豊中千里RC)

IM第 2組

川西 靖裕
(摂津RC)
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分科会

止2LL■ r堕」LL Real

IM第 3組

樋上 重夫
(守ロイブニングRC)

IM第 5組

矢野  厳
(大 阪大淀RC)

IM第7組

岩津 陽介
(大 阪御堂筋RC)

IM第 4組

渡辺  斌
(東大阪中央RC)

IM第6組

佐々木 宏
(大阪大手前RC)

IM第 8組

岡本 健治
(大 阪東南RC)

蝙
■||
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分科会

皿a上‐ _LL饉工 豊_R饉 二

職業奉仕部門

会場/大阪国際会議場10F 1008会議室

日時/12月 12日 (金)14:30～ 17:00

●講演 前大阪大学総長 宮原 秀夫 先生

「情報科学と技術の根本原理と

情報化社会を生き抜くすべ」

●討論「サイエンスカフェ」

1)現在のコンピュータ、これからのコンピュータ

2)情報化社会と職業奉仕

3)科学・技術のプラス面とマイナス面

MESSAGE

「情報化社会を真っ当に生き抜くすべを考える」
分科会委員長 畑田 耕―

情報科学と技術の根本とその社会とのかかわり合いについて、前大

阪大学総長の宮原先生に30分程度ご提言いただいた後、約2時間をか

けて、「情報化社会と職業奉仕」、「情報化社会を真っ当に生き抜くすべ」

について、先生と一緒に、お茶とお菓子を楽 しみながらじっくりと考

えます。熱心に議論をしていただくもよし、簡単な質問を出していた

だくもよし、黙って皆の話を聞いていただくだけでも結構です。楽 し

い時間をお過ごし下さい。
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分科会

ilale Dreams Real

前大阪大学総長

宮原 秀夫

1943年 6月 21日 、大阪市生まれ。工学博士。現在、独立行政法人情報

通信研究機構理事長、大阪府立産業技術総合研究所所長、財団法人地

球環境センター理事長。1967年 3月 大阪大学工学部通信工学科卒業。

1989年 10月 大阪大学基礎工学部教授。大阪大学大型計算機センター長、

基礎工学部長、留学生センター長、情報科学研究科長を歴任。2003年

8月 第15代 大阪大学総長に就任 (2007年 8月 まで)。 専門は情報ネット

ワーク学。インターネットに代表されるコンピュータネットワークの

モデル化と性能評価を学問領域として確立 し、それを基礎理論とした

ネットワーク設計手法を導入して、コンピュータネットワークの実用

化に大きな道を拓いた。第1回 電子通信普及財団テレコム自然科学賞

(1986)、 通商産業大臣賞 (1997)、 第6回 エリクソン・テレコミュニ

ケーション・アワー ド (2002)、 総務大臣表彰 (2003)な ど受賞。

受賞歴

IEEE米 国電気電子学会 フェロー (1997)
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Make Dreams Real

新世代部門

会場/大阪国際会議場10F 1003会議室

日時/12月 12日 (金)14:30～ 17:00

●各部門活動報告

●講演 北海道日本ハムファイターズ監督 梨田

「青少年の健全な育成と指導に何が必要か」

●新世代によるパフォーマンス

日 ■L
日 子

MESSAGE

新世 代 フ ェステ ィバ ル !!
分科会委員長 北山 孝和

新世代とは、青少年活動・ローターアクト・インターアクト・青少

年交換・米山奨学・財団奨学 (学友)。 研究グループの総称として、

井上PGを 中心に情報の共有化と相互理解を図るべく連携を深めてきま

した。

新世代部門分科会では、その目的をよリー層深めるため、共通の課

題に取り組むと共に、踊りを通じ親睦の機会になれば幸いです。

講師として、北海道日本ハムファイターズの梨田監督 (大阪リバー

サイ ドRC)を お迎えし、「青少年の健全な育成と指導に何が必要か」

をテーマに、講演をいただきます。
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Make Dreams Real

北海道日本ハムファイターズ監督

梨田 昌孝

所属クラフ 大阪リバーサイ ドRC

昭和28年

日召禾口47年

日召禾口63年

平成元年～

平成 5年～平成 6年

平成 7年～平成 8年

平成 8年～平成11年

平成12年～平成16年

平成17年～平成19年

平成18年～

平成20年～

島根県浜田市生まれ (8月 4日 )浜田高校出身

近鉄バッファローズ入団 (ド ラフト2位 )

現役引退

NHK野球解説、日刊スポーツ野球評論家

近鉄バッファローズ作戦バッテリーコーチ

近鉄バッファローズバッテリーコーチ

大阪近鉄バッファローズニ軍監督

大阪近鉄バッファローズ監督

(平成13年 リーグ優勝)

NHK野球解説、日刊スポーツ野球評論家

学校法人大阪産業大学 客員教授

北海道日本ハムファイターズ監督
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国際奉仕・ロータリー財団部門

会場/大阪国際会議場10F 1005¨ 7会議室

日時/12月 12日 (金)14:30～ 17:00

●平和フェローのスピーチ       奥平 章子

●講演    回―タリー財団管理委員 田中 作次

「財団管理委員会の役割、財団の使命、未来の夢計画」

MESSAGE
分科会委員長 佐藤 俊一

「世界でよいことをしよう」これは、アーチクランフがロータリー財団

を設立 したとき述べたことばです。その「世界」とは身近な地域社会

であったり (社会奉仕)、 遠い他国 (国際奉仕)で あったりします。今

回は財団の資金を通じて財団の使命である世界理解・親善 。平和を達成

する財団プログラムについて2人 の講師よりはなしをきき、これから

の奉仕活動について考えるのが、この分科会の趣旨です。

平和フェロー

奥平 章子

ミャンマー・ヤンゴン生れ。青山学院大学大学院国際政治経済学研究

科修士課程修了。ロンドン大学東洋アフリカ研究学院留学。内閣府
「東南アジア青年の船」管理部員、日本UNHCR協会 (国連難民高等弁

務官事務所日本委員会)職員を経て、ロータリー世界平和フェローと

して豪州・クイーンズランド大学大学院政治科学 。国際問題研究科に

派遣、国際学修士号 (平和と紛争解決専攻)取得。現在、外務省専門

分析員 (東南アジア情勢)。

スピーチについて

財団の多様なプログラムの中で、教育的プログラムのひとつである、
「平和および紛争解決の分野における国際問題研究のためのロータリ
ーセンター」についてはあまりなじみがありません。今回はこの卒業
生 (平和フェロー)で ある奥平章子氏よりこのプログラムの成果を紹

介 していただき、皆様に理解を深めていただくのが趣旨です。
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分科会

lllake Dreans Real

ロータリー財団管理委員

田中 作次

ロータリー歴  1975年 ～

1994～95年

1998～99年

2003～ 05年

2005^‐ 09年

2006～ 10年

2007～ 09年

八潮RC創立会員

RI第 2770地 区 ガバナー

Rlロ ータリーの夢委員会 委員

国際ロータリー理事

(ジ ョナサン'マ ジアベ&グ レン・エステス)

ロータリー財団未来の夢委員会 委員

ロータリー財団管理委員会 委員

2009バ ーミンガム国際大会委員会

委員長

表 彰 超我の奉仕賞、Rl会長賞、ロータリー財団功労賞

ポール・ハリス・ソサエティ創立会員、米山功労者

アーチ・クランフ・ソサエティ創立会員、

メジャードナー財団遺贈友の会創立会員、

日―タリー財団特別功労賞

講演について

財団の使命を達成するためには従来の財団プログラムをより効率的か

つ身近なものにするため、その成果も内容も未来の夢計画に沿ったも

のとするという優先事項があります。

この夢計画に直接携わってこられた、日本からの唯―のロータリー管

理委員である演者より将来の財団の進むべき方向について講演と意見

交換をするのが趣旨です。
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主上上」

新入会員研修部門

会場/大阪国際会議場10F 1009会議室

日時/12月 12日 (金)14:30～ 17:00

●基調講演      パスト・ガバナー

「ロータリーの真髄を学ぼう」

●バズセッション

「ロータリークラブに何を望むか」

MESSAGE
「ロータリーの真髄を学ぼう」

分科会副委員長 松川 雅典

どのような組織でもその組織を構成する構成員が減少すればその組織の

活力は失われて消滅 してしまいます。我が国においては2004年 1月 に約10

万6,600人 のロータリアンがいましたが2008年 1月 には約9万7,400人 と

9,200名 の減少となっています。これを10年間で見ますと1997年 に約12万

8,000人 でしたのでこの10年 間の間に3万人も減少したことになります。

2600地 区では2000年 6月 30日 現在84ク ラブ5,010名 (う ち女性163名 )が
2008年 6月 末で4,024名 ですからこの8年間で986名 減少したこととなりま

す。昨年度は期初 (2007年 7月 1日 )会員数4,029名 に対して期末 (2008年 6

月30日 )の会員数は4,024名 で増減が殆ど無く底を打った感がありましたが

ここに来てアメリカ発の金融不安に端を発する実体経済の不況という経済

環境の悪化があり楽観を許さない状況になっています。

地区では86ク ラブの会長宛にアンケー ト調査を行い各国―タリークラブ

で増強目標を立ててもらいました。その結果を合計すると2009年 7月 には、

2660地区では199名 の純増がなされることになりますがこれは容易なこと

ではありません。

ロータリアンの減少の原因のひとつにロータリークラブの魅力がなくな

ったことがいわれます。そして折角入会しても3年未満で回―タリークラブ

をお辞めになる会員が多いようです。そこで地区大会においては回―タリ

ークラブの真髄を体得 し、日―タリークラブの魅力を再認識しようと新会

員研修部門を設けて戸田孝氏パス ト・ガバナーをお迎えし「ロータリーに

入って良かった」体験談をお聞きし回―タリークラブの良さを学び、その

後のバズセッションにて会員同士がお話を聞いての感想を述べ合いたいと

思います。

是非多くの回―タリアンに参加 していただきますようにお願い申しあげ

ます。

孝戸 田
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ilake Dreams Real

パス ト・ガバナー

戸田 孝

ロータリー歴 1961年   八尾ロータリークラブ入会

1970年   八尾ロータリークラブ会長

1982年   国際ロータリー第2660地 区 ガバナー

1983～ 93年  (財)米山記念奨学会

一 広報委員長、学友委員長、財務委員、長期計画委員

1986年   国際協議会クループ・ リーダー

1987年   同上

1989年   シンガポール規定審議会代表委員

1989年   ソウル国際大会 副SAA
1992年    RIア ジア地域リーダ~ン ップ・コーデイネータ

1992年   RI会長情報カウンセラー

1992年   RI職業奉仕タスクフォース

1998年    (財 )米山記念奨学会 監事

1999年   ロータリー財団恒久基金日本委員

2000年    R12004年国際大会副統括委員長

2002年    第3ゾ ーン会員増強、退会防止コーディネータ

2004年    同上

1.ロ ータリークラフ46年生の感想

2.[黄金の絆]は 寛容と思耐から醸成される

3.感動がよきロータリアンを育てる

4.最初のロータリークラブ創立

5.ロ ータリーの2つの標語

6.ロ ータリーの網領 (THE OBJECT OF ROTARY)

7.職業奉仕は事業発展の源、回―タリー活動の維持発展、人づくりに繋がる

8.オ ートリー・ヘップバーンと、ロータリーのバックボーン決議23-34

9.世界の子供を命がけでポリオから守った日本のロータリアンの話

10.栄光に輝くロータリアンたるの幸福

11.新世紀のロータリー、その道標とするもの
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家族の集い

take Dreams Real

家族の集い

コラボレーション・ステージ

会場/大阪国際会議場10F 1001-1002会 議室

日時′/12月 12日 (金)14:30～ 16:30

ピァニス ト

関本 昌平

1985年生まれ。大阪府出身。5歳 よリピアノを始める。

1995年～2001年  稲垣千賀子氏に師事

2001年 ～2004年  ミハイル・ヴォスクレセンスキー氏に師事

2000年 ～現在  二宮裕子氏に師事

2004年      桐朋女子高等学校音楽科 (共学)卒業

2005年      パリ・エコール・ノルマル音楽院卒業

2006年 ～    桐朋学園大学ソリス ト・ディプロマコース在籍

ピティナ・ピアノコンペティションにおいて、1995年 B級金賞、1996

年C級銅賞、1997年 D級銀賞、1998年 E級銀賞、2000年G級金賞、

2001年 コンチェル ト部門最優秀賞受賞。2003年 特級グランプリ受賞。

第1回福田靖子賞受賞。

完璧な脱力による美音と天性のリズム感を根底に、オーケス トラの

音色と、巨大なダイナミックレンジを併せ持つ関本昌平は、ビアノを

打楽器から歌う楽器にすることで音楽に命を吹き込む。

現在、桐朋学園SDで研鑽を積む一方、国内外でコンサー ト活動を展

開している。心に染み入る魔法のような色彩、圧倒的な迫力はぜひホ

ールで聴きたい。

21世紀を担う若きヴィル トーゾ。

第15回 ショバン国際ピアノコンクール第4位入賞 (日 本人最高位 )。

ワルシャワ国立フィルハーモニー、イギリス室内管楽団等、国内外

多数のオーケス トラと共演。また音楽の殿堂「カーネギーホール」で

も、15歳 で出演 したコンサー トを皮切りに、通算3回演奏 している

(大 。中・小各ホール)。

2006年 のデビューCD「 ショバンピアノリサイタル」をはじめ、

2007年 にもCDを リリース。
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Make Dreams Real

関本昌平+花城アリア

ソロ歌手として活動開始。

初のソロディナーショー開催。

2回 目のソロディナーショーを開催。

ライフハウス (大阪・京都)への出演を始める。

3回 目のソロディナーショーを開催。

初のソロコンサー トを開催。

ジャスのソロライプを開催。

ライブハウス・ラウンジ・イベン トを中心に活動中。

パス トタカラジェンヌ

花城 アリア

2月 14日 生まれ。兵庫県出身

●宝塚歌劇団時代

1996年   宝塚音楽学校に入学。 (84期 生)

1998年   宙組公演「シトラスの風」、芸名『花城アリア』として

初舞台。

1999年    星組に配属。歌を中心に活躍。

2001年    月組に組替え。

2002年    月組公演「With a Song in my Hean」 でエ トワールに抜

擢。

2003年    月組公演「薔薇の封印」で2度 目のエ トワールを勤める。

●歌手時代

2004年 4月

2004年 6月

2004年 10月

2005年 1月

2005年 2月

2005年 4月

2006年 1月

2007年
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RI会長代理
こ夫妻歓迎晩餐会

Mak_塗_Dr全塗」]_ュ_R‐■1

R!会長代理ご夫妻歓迎晩餐会

ウェルカム 0パフォーマンス
ダ  ダ  ダ ダ ン テ ン コ

打打打団天鼓」
会場/リ ーガロイヤルホテル3F 光琳の間

日時/12月 12日 (金)18:00～ 18:30

和太鼓グループ

打打打団天鼓

1987年 大阪にて創設。「観客を楽 しませる迫力の響き」をテーマに、和太
鼓に演劇の理念を合体させた独特の演出により注目を集める。
特に伊瑳谷門取 (日 本舞踊)と のセッションにより海外で数多くの実績を
残す。

舞台芸術家 伊瑳谷 門取によって創設される。

創設以来 5年間稽古・研究に没頭し、この年、大阪国際交流センターにて
デビューコンサートを開く。
以来、大阪を拠点に国内でのコンサー トはもちろん海外での国際イベン ト
にも参加。
その ドラマティックな演出とユニークな作品が注目の的に。

和太鼓コンサー トを各地で上演。
ロック、ゴスペル、舞踊、シンセサイザー、オーケス トラなど、ジャンル
を越えた、アーティス トとのセッションを意欲的にこなし、異色の和太鼓
集団としての地位 を確立する。

結成10周年を迎え名称を、「OSAKA打打打団天鼓」と改める。
「オモロ迫力」をテーマにした大阪発のユニークな作品は、エンターテイメ
ント性に溢れ、国内にとどまらず、ニュージーランド、フランス、中国な
ど海外でも多くの観客を魅了する。

2回 目のニュージーランド公演、オランダを中心としたヨーロッパ公演を成
功におさめ、いよいよ本格的な海外コンサー ト活動を開始。

国内・海外公演もますます充実する一方、TVCM出演や、東京 ドームで開
催された格闘技『PR!DE GP 2000』 での回ックミュージシャンとのエネル
ギッシュな演奏が世界に放送される。

世界的スポーツイベン ト第3回 東アジア競技大会、第46回世界卓球選手権
での開会式記念演奏では5万人を超す大観衆を魅了し、その感動的瞬間は
NHKで 放映された。また2001年世界食博 (韓国)に て喝采の嵐を呼んだ。
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第2回 ヨーロッパコンサー トツアーではのべ3万人の観客を魅了し、各国メ

ディアより伝統とモダニズムを融合させた稀有のチームとの評価を得る。
また、TV出 演など意欲的に活動のフィール ドを拡げ、また秋にはギリシ
ャ・アテネフェスティバルに出演。
アクロポリスの丘に残る野外劇場へロデ・アティックスにてコ ンサー トを
行い、満場の観客の大喝采をうけた。

初の東京銀座での公演をはじめ、福井でのコンサー トツアーや恒例となっ
た九州でのコンサー トなど、日本各地での公演活動を充実させる一方、
数々の和太鼓 フェスティバルのゲス ト出演においても大好評を得、NHKの
ニュース解説にて多様化する和太鼓グループの急先鋒として紹介される。

2月 からの約2ヶ 月間、24都市を巡る第3回 ヨーロッパコンサー トツアーで
は、連日公演チケットのソール ドアウトを繰り返し、好評を博す。また夏
には、シリア・レバノン・ヨルダン・エジプトを巡る、中東コンサー トツ
アーを実施。
世界的なテノール歌手プラシド・ ドミンゴらも参加したバールベック国際
芸術祭に出演し2日 間にわたりのべ6千人の観客を動員するなど、各地で絶
讃される。

毎年恒例の大阪厚生年金芸術ホール、新神戸オリエンタル劇場での新春公
演も大成功に終えた本年。
ヨーロッパコンサー トツアーを収めたDVD制作や東京公演・ ビックイベン
トヘの出演等、その活躍は大幅に拡大している。

毎年恒例の神戸 。大阪での新春公演 をかわきりに、ディナーショーさらに

は2ヶ 月に渡る第4回 ヨーロッパコンサー トツアーでも多 くの観客 を魅了
し、2008年 のヨーロッパツアーも成功を収めた。
2007年 、打打打団は20周年を迎えさらなる進化と変貌 をとげようとしてい

る。
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本会議

佐藤しのぶソプラノリサイタル「子供たち

会場/大阪国際会議場5F メインホール

日時/12月 13日 (土)15:30～ 16:30

ソプラノ

佐藤 しのぶ

若くして「椿姫」に抜擢され、鮮烈なデビューを飾る。抜きんでた

歌唱、迫真の演技、そして華麗な舞台姿は人々に圧倒的な感銘を与え

る。その後、文化庁派遣による芸術家在外研修員として、ミラノヘ留

学。帰国後のデビュー・ リサイタルではイタリアオペラを歌い、衛星

放送を通 して世界へ被露された。その後「 トスカ」「蝶々夫人」など

のタイ トルロールを次々に演じ、一大センセーションを巻き起こした。

1987年 から4年連続、NHK「紅白歌合戦」に出演。

ブラティスラヴァ国際フェスティヴァル80周年のオープニングに、

「 トスカ」のタイ トルロールで招聘され、ヨーロッパデビューを飾っ

た。初のCDアルバムは、199o年 1月 、シュナイ ト指揮ベルリン放送交

響楽団の演奏で、ベルリンにてモーツァル トのオペラアリア集をレコ

ーディング。その後も、ヴェルディ、プッチーニ等のオペラアリアの

CDを ヨーロッパ各地でレコーディングした。

共演 した指揮者は、コリン・デイヴィス、クリスティアン・ティー

レマン、クリス トフ・エッシェンバッハ、小澤征爾、エリアフ・イン

バル、シャルル・デュ トワ、ピンカス・スタインバーグ等、オーケス

トラはローマ・サンタチェチーリア国立アカデミー管弦楽団、フラン

ス国立管弦楽団、フランクフル ト放送交響楽団、バイエルン放送交響

楽団、チェコ。フィルハーモニー管弦楽団、シカコ交響楽団など枚挙

に11長 がない。

1998年 11月 に「蝶々夫人」でウィーン国立歌劇場主役デビューを飾

ったのち、ケルン市立歌劇場やベルリン・ ドイツ 。オペラなどで次々

主役を歌っている。

文化放))(音楽賞、都民栄誉賞、ジロー・オペラ賞大賞、マ ドモアゼ

ル・パルファム賞、日本文化デザイン賞大賞等を受賞。CDは 10枚 リ

リース。著書に「佐藤 しのぶ出逢いのハーモニー」「歌声は心をつな

ぐ」(東京書籍)がある。
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への愛を歌に込めて」

ピァニス ト

森島 英子

東京芸術大学音楽学部ピアノ科を卒業。中山靖子教授にピアノ独奏、

中山悌―教授にピアノ伴奏を師事。1982年度文化庁派遣芸術家在外研

修員として、シュ トゥットゥガル ト音楽大学に留学、コンラー ト・ リ

ヒター教授のもとで、リー ト科を修了。

芸大在学中より、伴奏ピアニス トとして演奏活動を開始。現在第一

人者として、佐藤 しのぶ、市原多期をはじめ多くの声楽家と演奏会、

放送等で共演 している。オペラの分野でも、日本有数のコレベティー

トル、チェンバリス トとして活躍。特に1991年 、モーツァル ト没後
200年 には、年間80回 にも及ぶオペラ公演に携わった。また室内楽奏

者としては、ウィーンフィル、ベルリンフィル、NHK交響楽団の首席

奏者をはじめとする各国のアーティス トとデュオ、 トリオ等を共演し

ている。現在、N響室内合奏団のチェンバリス トも務める。2007年 、

オペラ「ボエーム」で指揮者としてもデビューした。

1994年度新日鉄音楽賞特別賞受賞。東京芸術大学、

'中

縄県立芸術大

学、東京音楽大学講師。
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本会議

t-tzt ) ly>v>)tv. )v.\)j-zl
会場/大阪国際会議場5F

日時/12月 13日 (土)13
メインホール

00´V14:00

オーケス トラ

アンサンブル・ルペガース

大阪のモーツアル ト・サロンに縁のある、関西で活躍中の音楽家で

1998年 に結成されました。モーツアル ト・サロンをはじめ、イシハラ

ホールやフェニックスホール、いずみホールなどで演奏会を開催 して

います。大規模なオーケス トラをはじめ、室内オーケス トラや室内楽

など、色々な組み合わせで演奏 しています。「REIKO EVERY
MOZART」 シリーズや元ベルリンフィルの主席チェリス ト ウォルフ

ガング・ベッチャー氏を迎えての特別演奏会などを行い好評を博 して

います。本年はモンゴルに訪問し外務省にて親善演奏を行いました。

昨年からは年末にチャリティコンサー トを実施 しており、本年も12月

29日 (月 )午後7時 よりいずみホールにて開催予定です。

指揮

飯田 精三

大阪府立北野高校、京都大学とオーケス トラ活動を行い卒業後も様々

な演奏活動を行っている。1998年 より関西の若い演奏家を集めてアン

サンブル・ルペガースを結成 しいろいろな規模の演奏会を継続的にお

こなっている。故近衛秀麿氏に薫陶を受ける。

大阪中央ロータリークラブ直前会長、職業分類は建築設計。
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Part Name

Concertmistress lXfr l++
Violin l 東  珠子

伊藤真理子

竹内麻理子

日比 浩―

池川 章子

江口 純子

中野 千瑛

板谷真以子

瀧花絵里子

中前 晴美

Vio‖ n 2 木村 直子

小林  遥

中野亜希子

磯辺  陽

澤田知栄子

前田 友子

木須すみれ

諏訪 博子

Viola 法橋 泰子

西村 尚美

岡田真理子

三輪めぐみ

白木原有子

矢島 千愛

Violoncello 池村 佳子

柳瀬 史佳

木村 政雄 左納 実子

Contrabass 林 久美子 松本 友樹

Flute&Piccolo    竹久  :幸 ,工 榎本 昌光 平家沙弥佳

Oboe 富田 裕行 波 伯々部宏彦

Clarinet 村西 俊之 砂場 敦子

Basson 柴田 康介 桂田菜保子

Horn 3長

室

泰士

倫子

永井 孝治 大宮 徳子

Trumpet Etl*br', 山崎 友加

Cornet 新穂 優子 西村 賢介

Trombone 山戸 昌枝 宮脇  ,享 菅山 光城

Tuba 藤原 卓矢

Timpany 池辺 雅美

Percussion 井関 里恵

鈴木 貴子

泉  亜希 戸田 寛子
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出席クラブ

Make Dreams Real

地区内出席クラブ

池    田 RC

池 田 く れ は RC

箕    面 RC

箕 面 中 央 RC

豊   中 RC

豊  中  南 RC

豊中一大阪国際空港RC

豊 中 千 里 RC

茨    木 RC

茨  木  東 RC

茨  木  西 RC

千    里 RC

千里 メイプル RC

摂    津 RC

吹    田 RC

吹 田 江 坂 RC

吹  田  西 RC

高    槻 RC

高  槻  東 RC

高  槻  西 RC

大    東 RC

大 東 中 央 RC

枚    方 RC

く  ず  は RC

Pヨ       真 RC

交    野 RC

香  里  園 RC

守    口 RC

守ロイフエングRC

寝  屋  川 RC

四  条  畷 RC

東  大  阪 RC

東 大 阪 中 央 RC

東 大 阪 東 RC

東大阪み どり RC

東 大 阪 西 RC

大 阪 柏 原 RC

大阪ネクス トRC

八      尾 RC

八 尾 中 央 RC

八  尾  東 RC

大阪ちゃやまち RC

大 阪 中 央 RC

大 阪 堂 島 RC

大  阪  北 RC

大 阪 北 梅 田 RC

大阪リバーサイドRC

大  阪  西 RC

大 阪 大 淀 RC

大 阪 西 北 RC

大阪そねざき RC

大 阪 梅 田 RC

大 阪 梅 田 東 RC

大阪ユニバーサルシティーRC

大    阪 RC

大  阪  東 RC

大 阪 東 淀 RC

大 阪 城 東 RC

大 阪 中之 島 RC

大 阪 大 手 前 RC

大 阪 城 北 RC

大 阪 天 満 橋 RC

大 阪 鶴 見 RC

大 阪 淀 川 RC

新  大  阪 RC

大阪フレン ドRC

大 阪 本 町 RC

大 阪御 堂 筋 RC

大  阪  南 RC

大 阪 難 波 RC

大 阪 な に わ RC

大 阪 南 西 RC

大 阪 西 南 RC

大 阪 船 場 RC

大 阪 心 斎 橋 RC

大 阪 うつ ぼ RC

大 阪 阿 倍 野 RC

大 阪 阪 南 RC

大 阪 平 野 RC

大阪イブニングRC

大 阪 城 南 RC

大 阪 咲 洲 RC

大 阪住 之 江 RC

大 阪 住 吉 RC

大 阪 天 王 寺 RC

大 阪 東 南 RC
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ありし日のご活躍を偲び

謹んでご冥福をお祈 り申し上げます

2007年 9月 1日 ～2008年 8月 31日

畑崎   利明

高野    隆

津 江  孝夫

原 回  隆夫

深 田  英雄

薬袋   公明

榊原   秀樹

森 山  貞信

永松  佐 平

田中  謙三

谷東  利昭

吉 田  義行

橋 本  雅央

イ事
と
譲  i」:;じ;

小倉   裕

小橋   潔

大久保  博泰

石 田  博和

島崎 進一郎

石谷   隆一

小倉   隆夫

(千     里RC)

(大 阪 東 淀RC)

(大  阪 南RC)

(東 大阪中央 RC)

(大 阪 西 南RC)

(大     阪RC)

(大  阪  南RC)

(豊     中RC)

(箕 面 中 央 RC)

(大 阪天王寺RC)

(池     田RC)

(ノ  ヽ    尾RC)

(高  槻  東RC)

(大  阪  南RC)

(大 阪天満橋 RC)

(豊     中RC)

(豊中一大阪国際空港RC)

(箕 面 中 央RC)

(大 阪 な に わRC)

(守    口RC)

(大 阪 中 央RC)

2007

2007.

2007.

2007

2007

2007

2007

2007

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

9

10

10

10

11

11

11

12

1

1

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

6

4

15

21

7

24

29

27

10

14

1

7

8

11

18

26

29

15

15

21

3
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皇」己

お過
茨木

佐 々木

岡田

宮本
なかむら

中オ寸

罰

和 田

浅井

祐 生

壽男

定彦

義 昭

善史

尚夫

孝

達也

茂三

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

2008

6   4

6   6

6   8

6 17

6 20

6 25

7 14

8 14

8 22

(高  槻  西RC)

(大 阪 中 央RC)

(大 阪 南 西RC)

(大 阪 淀 川RC)

(大     東RC)

(大     阪RC)

(大  阪  北RC)

(大 阪 梅 田 RC)

(東 大 阪 東 RC)
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大会役員

ilake Dreams Real

ガバナー 横山 守雄

大会委員長

大会副委員長

大会幹事

大会副幹事

SAA

冨」SAA

高橋亜紀央

壇 須寿雄

山田芙美江

笹木 秀雄

辻  幸雄

谷間 庸子

北尾 郁二

永井 路子

大会企画

会 計

副会計

仲井  徹

播磨 政明

大谷久仁雄

古市  賞

飯田 精三

地区代表幹事

地区副代表幹事

ホス トクラブ会長

川崎  壽

西口 宗宏

上田 祐嗣

コ・ホス トクラブ会長 徳田  功
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大会委員会

Itiake Dreams Real

信任状委員会

決議委員会

委員長

委 員

紀男PG

重彦

茂寛

周弘

唯子

若林

太田

森

池田

宮里

(大阪東RC)

(大阪東RC)

(池田くれはRC)

(大阪うつぼRC)

(茨木西RC)

委員長

委 員

神崎  茂PG

畑田  豊

川上 善司

高士 雅次

(大阪西RC)

(大阪城南RC)

(大阪平野RC)

(大阪西RC)

選挙委員会

表彰委員会

委員長

委 員

宏章PG

嘉雄

―民

善司

進也

宮田

安田

坂本

川上

松本

(大阪北RC)

(東大阪RC)

(大阪天満橋RC)

(大阪平野RC)

(大阪北RC)

委員長

委 員

岩田 宙造PG

福本 圭三

岸田  功

北川  哲

山本 博史

(大阪南RC)

(大阪うつぼRC)

(大阪南RC)

(大阪南RC)

(大阪南RC)
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部門別分科会委員会

脱 由 巳 _コ上 豊上 回二 __上■■_1

会長・幹事部門

委 員 長

副 委 員 長

委   員

壽 (大阪中央RC)

宗宏 (大 阪中央RC)

政明 (大阪中央RC)

幸雄 (大阪中央RC)

川崎

西口

播磨

辻

森脇  寛 (大 阪中央RC)

四宮 孝郎 (大阪西南RC)

職業奉仕部門

委 員 長

副 委 員 長

委   員

畑田

鈴木

中嶋

岩本

若林

岸本

耕― (豊 中RC)

洋 (八尾東RC)

進治 (大阪城東RC)  上田 耕司 (大阪大手前RC)

洋子 (大阪そねざきRC)長崎 弘芳 (大東中央RC)

尚史 (く ずはRC)   松尾  浩 (高槻RC)

隆之 (豊中千里RC)

新世代部門

委 員 長

副 委 員 長

委   員

(大阪中央RC)

(箕面中央RC)

(大阪中央RC)

(大阪RC)

(大阪RC)

辻本 一義 (東大阪RC)

笠原隆之助 (茨木RC)

北山

植田

井上

上野

江藤

孝和

豊賞

嗣仁

昌也

光哉

国際奉仕 。ロータリー財団部門

委 員 長

副 委 員 長

委   員

俊― (大 阪鶴見RC)

快玄 (大 阪北梅田RC)

章雅 (大阪城南RC)

正勝 (箕面中央RC)

佐藤

青山

津和

野村

栢本 義臣 (吹 田西RC)

辻川 功― (大阪中央RC)

新入会員研修部門

委 員 長

副 委 員 長

委   員

戸田  孝

松川 雅典

南賀 勝之

廣瀬雄二郎

北田 耕―

川島 吉博

安養寺敏彦

(ノ 尾ヽRC)

(新大阪RC)

(大 阪城南RC)

(大阪心斎橋RC)

(大阪東南RC)

(く ずはRC)

(交野RC)

川上 善司

山本 昌宏

常國 克輔

安田千恵子

小寺 潤―

(大阪平野RC)

(東大阪みどりRC)

(大阪城北RC)

(大 阪柏原RC)

(豊 中RC)
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家族の集い

委 員 長
副 委 員 長
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石黒 重三

室井 良樹
北尾 郁二

井上 嗣仁
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古谷 裕子

松本
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ロータリー財団部門
井上 嗣仁
酒井 公明
仲井  徹

宮川 郁代    常木 義治

益田 照夫    田中 久雄
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国際奉仕
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会場案内図

iiake Dreams Real

会場案内図 リーガロイヤルホテル
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会場案内図

ュ上三 二上豊上 lliS Real

会場案内図 大阪国際会議場
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会場案内図

ilake Dreams Real

会場案内図 12月 12日 (金 )大阪国際会議場
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会場案内図
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会 場 案 内 図  12月 12日 (金 )大阪国際会議場
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会場案内図

Make Dreams Real

会場案内図 12月 13日 (土 )大阪国際会議場
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会場案内図
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□―タリーソング

Make Dreams Real

四つのテス ト

作曲 水谷 暢宏 (相模原南RC)

真実か どうか

みんなに 公平か

好意と友情を深めるか

みんなのためになるかどうか

手に手つないで

作詞作曲 矢野 ―郎 (東京RC)

手に手つないで

輪に輪つないで

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ

おおロータリアン

つくる友の輪

つくる友垣

一つ心に

おおロータリアン

手に手つないで

輪に輪つないで

手に手 輪に輪

ひろがれ まわれ

おおロータリアン

つ くる友の輪

つ くる友垣

世界 と共に

おおロータリアン
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Rl第 2660地 区

2008～ 2009年度地区大会

大 会 決 議 案

2008年12月 13日 (土 )



大 会 決 議 案

大会決議委員長  神崎 茂

大会決議委員会は、委員に畑田 豊 さん (大

阪城南RC)、 川上善司さん (大阪平野RC)、

高士雅次 さん (大阪西RC)と 私の 4名 で構

成 し、今年度の大会決議案と致 しまして、第

1号から第 7号までを定め、昨日開催致 しま

した会長・幹事部門分科会において本会議に

上程することの承認を頂きました。

従いまして、ここに大会決議案を上程致 し

ます。

「決議第 1号」

国際ロータリー会長代理 南園 義―氏に

対する感謝の件

国際 ロータ リー会長代理 南園 義―氏

は、国際ロータリー会長 李 東建氏の代理

として、公私ご多忙の中、令夫人とともに本

大会にご臨席賜 り、「Make Dreams Real一

夢をかたちに」のRIテ ーマを推進するため

に参加者全員へ豊富な情報 と格調高いメッ

セージをいただきましたことは、この上ない

幸せであります。よって、本大会は、国際ロー

タリー会長代理 南園 義一氏に対 し、深甚

なる謝意を表することを決議致 します。



「決議第2号」

国際ロータリー第2660地区直前ガバナー

新谷 秀一氏に対する感謝の件

直前ガバナー 新谷 秀一氏は、国際ロー

タリーのテーマ「ロータリーは分かちあい

の心」のもと「人と人との出会いの縁を生か

し友情を深めよう」と奉仕の理想と分かちあ

いの心を広められました。又CLP、 DLPの地

区改革に積極的に取り組まれ、卓越 したリー

ダーシップを発揮されましたことに対 して、

深甚なる感謝の念を棒げることを決議いたし

ます。

「決議第3号」

2007～2008年度の収支決算 (監査報告付)

を承認する件

本大会は、国際ロータリー第2660地区の

2007～2008年度の収支決算(監査報告付)を
承認することを決議いたします。





「決議第4号」

研究グループ交換の件

国際ロータリー第1770地区 (パ リ郊外、フ

ランス)と 当地区との間に合意されている相

互の派遣と受入れ計画に賛同し、地区内全ク

ラブがその実施に積極的に協力し国際理解増

進の成果をあげ、国際平和に貢献することを

決議いたします。

「決議第5号」

国際ロータリー2008年度国際大会への

参加を推進する件

本年度の国際大会は2009年 6月 21日 から4

日間、英国バーミンガムにて開催 されます。

当地区のロータリアンおよび家族の国際大会

への参加 を推進することを決議いたします。



「決議第6号」

次年度地区大会開催に関する件

国際ロータリー第2660地区 2009～2010年

度の地区大会は、大阪西南ロータリークラブ

をホス トクラブとし、2010年 2月 26日 ・27日

大阪市において開催することを決議いたしま

す。

「決議第7号」

本大会のホス トクラブ並びに協力団体

に対し感謝の件

国際ロータリー第2660地区 2008～2009年

度地区大会が地区内外から多数の回―タリア

ンとその家族の参加のもと、見事な運営によ

り、素晴 らしい地区大会 となり成果を収めら

れました。大会にご尽力いただきましたホス

トクラブの大阪中央ロータリークラブ、コ・

ホス トクラブの大阪そねざきロータリークラ

ブ、実行委員会 高橋 亜紀央委員長 は じ

め実行委員会の皆様、会員並びにご家族、更

には諸団体の皆様の献身的なご奉仕 とご協力

に深甚なる謝意を表することを決議いたしま

す。


